
4
２０１５

発行日　平成２7年４月13日発行

発　行　那珂市

編　集　秘書広聴課広報グループ

　　　　〒311－0192

　　　　茨城県那珂市福田1819－5

E-mail　hisho-k@city.naka.lg.jp

U R L　http://www.city.naka.lg.jp

No.123No.123

目次 Contents

特集 ありがとう本米崎小学特集　ありがとう本米崎小学校校
小中一貫教育が始まりまし小中一貫教育が始まりましたた
平成27年度市長施政方平成27年度市長施政方針針
議会 第１回定例議会　第１回定例会会
平成27年度那珂市予平成27年度那珂市予算算
介護保険料・介護保険制度の改介護保険料・介護保険制度の改正正
わがまちの環境を考えわがまちの環境を考えるる
1人に1つ。マイナンバ1人に1つ。マイナンバーー　Vol.1Vol.1
那珂市内放射線量の測定状那珂市内放射線量の測定状況況
まちの話まちの話題題
InformatioInformationn
さわやかさん、表紙の裏側 ほさわやかさん、表紙の裏側　ほかか

……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……
……

２２
８８
1100
1177
2200
2244
2266
2288
3322
3333
3366
4400



２

〜
開
校
以
来
１
３
２
年
の
長
い
歴
史
に
幕
〜

あ
り
が
と
う

本
米
崎
小
学
校

　

那
珂
市
立
本
米
崎
小
学
校
は
、
明
治　
１６

年
に
本
米
崎
小
学
校
と
し
て
開
校
し
て
以

来
、
石
神
外
宿
小
学
校
本
米
崎
分
教
場
、

本
米
崎
尋
常
小
学
校
、
神
崎
尋
常
小
学

校
、
神
崎
第
一
尋
常
小
学
校
、
本
米
崎
尋

常
高
等
小
学
校
、
本
米
崎
国
民
学
校
、
本

米
崎
小
学
校
と
校
名
を
変
え
な
が
ら
、
地

元
に
根
ざ
し
て
こ
れ
ま
で
に
３
３
８
４
人

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
本
米
崎
小
学

校
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
国
・

県
な
ど
か
ら
表
彰
さ
れ
、
特
に
環
境
・
理

科
・
音
楽
の
分
野
に
お
い
て
多
く
の
輝
か

し
い
実
績
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
・
家
庭
と
学
校
の
結
び
つ

き
が
強
い
地
域
密
着
型
の
学
校
と
し
て
、

多
く
の
住
民
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
て
き

ま
し
た
。

　

今
日
ま
で
本
米
崎
・
向
山
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
在
り
続
け
て
き
た
本
米
崎
小
学
校

は
、
平
成　

年
３
月
を
も
っ
て
１
３
２
年

２７

の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
、
４
月
か
ら
は
横
堀

小
学
校
と
統
合
し
ま
し
た
。

◆全校児童による和太鼓発表（平成２６年度那珂市小中学校音楽会にて）

◆（
写
真
上
）
旧
本
米
崎
小
学
校
校
舎
（
昭
和　

年
撮
影
）

３０

　
（
写
真
下
）
現
在
の
本
米
崎
小
学
校
校
舎
（
平
成
２
年
撮
影
）



広報なか４月号３

本
米
崎
小
学
校

第　

代
校
長

３７小
室
信
之

　

明
治　

年
に
本
米
崎
小
学
校
が
誕
生

１６

し
、
そ
れ
か
ら
１
３
２
年
、
統
合
、
廃
校
、

分
校
化
、
場
所
移
転
、
校
名
変
更
な
ど
を

行
い
、
現
在
の
「
那
珂
市
立
本
米
崎
小
学

校
」
と
な
り
ま
し
た
。
平
成　

年
度
の
児

２６

童
数
は　

人
、
学
級
数
は
４
で
す
。
こ
の

４２

間
、
本
校
の
卒
業
生
は
３
３
０
０
人
余
に

な
り
ま
す
。

　

本
米
崎
小
学
校
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
で
子

ど
も
同
士
、
教
師
・
保
護
者
・
地
域
住
民

同
士
の
互
い
の
人
間
性
が
わ
か
る
程
よ
い

距
離
感
が
あ
り
、
ま
た
、
学
校
を
取
り
巻

く
環
境
も
地
域
・
家
庭
と
学
校
の
関
係
が

し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

　

本
校
を
卒
業
さ
れ
た
か
た
が
た
や
地
域

の
皆
様
に
と
っ
て
、
閉
校
・
統
合
は
苦
渋

の
決
断
で
、
大
変
残
念
な
こ
と
で
あ
り
寂

し
い
限
り
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
閉
校
に
な
っ
て
も
、
教
育
活
動

が
終
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
は
必
ず
や
今
ま
で
同
様
に
横
堀
小

学
校
で
も
健
や
か
に
成
長
し
、
活
躍
す
る

こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
日
ま
で
の
本
校
の
発
展
に

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
、
歴
代
校
長
先
生
を

は
じ
め
旧
職
員
の
皆
様
、
地
域
の
か
た
が

た
、
保
護
者
の
皆
様
、
卒
業
生
の
皆
様
、

そ
し
て
多
く
の
関
係
者
の
皆
様
に
改
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
米
崎
小
学
校
は
、
日
本
が
新
し
い
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
近
代
教
育
へ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
て
間
も
な
い
明
治　

年
に
開

１６

校
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
幾
度
か
の
校
名

改
称
、
改
築
を
重
ね
、
１
３
２
年
の
長
き

に
わ
た
り
、
文
化
の
中
心
と
し
て
地
域
と

と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
区
の
住
民
の
皆
様
は
も
と
よ
り
、
在

校
生
、
こ
れ
ま
で
当
校
を
巣
立
っ
て
い
っ

た
数
多
く
の
卒
業
生
の
皆
様
に
と
っ
て

も
、
母
校
を
閉
校
す
る
こ
と
は
何
事
に
も

替
え
が
た
い
寂
し
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
教
育
環
境
の

中
で
の
び
の
び
と
成
長
し
、
先
輩
が
た
の

思
い
を
立
派
に
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。

平
成　

年
度
か
ら
は
横
堀
小
学
校
と
統
合

２７

に
な
り
、
新
し
い
歴
史
の
幕
が
開
き
ま

す
。
在
校
生
の
皆
さ
ん
に
は
本
米
崎
小
学

校
の
良
き
伝
統
を
生
か
し
つ
つ
、
新
し
い

仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
、
将
来
の
夢
の
実

現
の
た
め
に
精
進
す
る
と
と
も
に
、
新
た

な
校
風
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
永
年
に
わ
た

り
本
校
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
歴
代
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
じ
め
役
員

の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、

教
職
員
の
皆
様
の
ご
苦
労
に
対
し
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
米
崎
小
学
校　

校
歌

作
詞
・
作
曲
：
川
嶋
庄
次
郎

一
、
は
る
か
に
か
す
む
多
賀
の
山

　
　

流
れ
も
清
い
久
慈
の
川

　
　

豊
か
に
み
の
る
田
や
畑
に

　
　

祖
先
の
め
ぐ
み
受
け
な
が
ら

　
　

明
る
く
学
ぶ
わ
が
母
校

　
　

あ
ゝ
本
米
崎
小
学
校

二
、
あ
お
げ
ば
高
い
青
い
空

　
　

緑
の
松
に
か
こ
ま
れ
て

　
　

昨
日
も
今
日
も
ま
た
明
日
も

　
　

正
し
く
強
く
進
も
う
と

　
　

心
に
誓
う
わ
が
母
校

　
　

あ
ゝ
本
米
崎
小
学
校

◆本米崎小学校　校訓

※
本
文
お
よ
び
写
真
は
、「
那
珂
市
立

本
米
崎
小
学
校
閉
校
記
念
誌
」（
那
珂

市
立
本
米
崎
小
学
校
閉
校
記
念
事
業

実
行
委
員
会
発
行
）
か
ら
一
部
転
載

し
ま
し
た

那
珂
市
教
育
委
員
会

教
育
長

秋
山
和
衛

◆本米崎小学校　校旗◆記念の松



４

３月19日

第68回本米崎小学校卒業式
　

３
月　

日
、
第　

回
本
米
崎
小
学
校
卒
業
式
が
行

１９

６８

わ
れ
ま
し
た
。

　

本
米
崎
小
学
校
最
後
の
卒
業
生
は　

人
。
中
学
校

１２

の
制
服
を
身
に
ま
と
っ
て
、
堂
々
と
し
た
振
る
舞
い

で
、
小
室
校
長
先
生
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま

し
た
。
式
で
は
、
大
き
な
声
で
校
歌
を
歌
い
、
呼
び

か
け
で
は
、
先
生
や
地
域
の
か
た
が
た
に
対
す
る
感

謝
の
言
葉
や
在
校
生
に
励
ま
し
の
言
葉
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
教
室
に
戻
り
、
学
級
活
動
の
時
間
で

は
、
担
任
の
根
本
先
生
か
ら
暖
か
い
言
葉
を
か
け
ら

れ
、
楽
し
か
っ
た
６
年
間
の
本
米
崎
小
学
校
で
の
生

活
を
噛
み
し
め
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

最
後
は
在
校
生
や
先
生
が
た
に
見
送
ら
れ
、
笑
顔

で
慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
か
ら
は
ば
た
い
て
い
き
ま

し
た
。

３０人の在校生も大きな声で卒業生を送り出しました

見送られた後も、名残惜しそうに友達や先生と
写真を撮っていました

思い出のたくさん詰まった教室で受ける最後の
授業です

通算３３８４人目、本米崎小学校最後の卒業生となった武藤愛さん

堂々とした姿の平成２６年度卒業生１２人



広報なか４月号５

３月22日

本米崎小学校閉校記念式典
　

最
後
の
卒
業
式
か
ら
３
日
後
の
３
月　

日
、
本
米

２２

崎
小
学
校
閉
校
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
本
米
崎
小
学
校
児
童
、
教
職
員
、
地
域

の
か
た
が
た
を
中
心
に
約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
本
米
崎
小
学
校
の
卒
業
生
や
、
か
つ
て
本
米
崎

小
学
校
の
教
職
員
だ
っ
た
か
た
も
大
勢
訪
れ
ま
し

た
。

　

第
１
部
の
閉
校
式
で
は
、
代
表
の
児
童
が
小
学
校

へ
の
お
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加

者
全
員
で
校
歌
を
歌
い
、
地
域
の
中
心
で
あ
り
、
多

く
の
か
た
に
愛
さ
れ
て
き
た
学
校
と
の
別
れ
を
惜
し

み
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、
閉
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
主
催
の

「
感
謝
の
つ
ど
い
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
６
年
生
に
よ

る
「
本
米
崎
小
の
歴
史
」
の
発
表
の
ほ
か
、
全
校
児

童
で
和
太
鼓
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
卒
業

生
で
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
の
音
楽
家
長
須
 与
  佳
 さ
ん

と
も 

か

に
よ
る
琵
琶
と
尺
八
の
演
奏
は
、
本
米
崎
小
学
校
の

最
後
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
く
、
し
っ
と
り
と
美
し
い

音
色
を
響
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

小室校長から海野市長へ、校旗の返納

児童代表でお別れのことばを述べる小田倉多咲さん
（右・４年）、関佳菜実さん（左・６年）

参加者全員で母校への思いを込めて、校歌を歌いました

６年生がまとめた「本米崎小の歴史」を
みんなで振り返りました

児童たちの力強い太鼓の音は参加者の胸に響きました



６

年　

号

６
年　
　
　

　

年
４
月

１６
　

年　
　
　
　

１７
　

年
２０

　

年
４
月

２２
　

年
９
月

２５
　

年
５
月

４２７
年
５
月

９
年

　

年　

月

１０

１０

　

年
４
月

１６
　

年
３
月

２２
　

年
３
月

３４
　

年　

月

４２

１２

　

年　

月

４９

１０

　

年
４
月

５１
　

年
１
月

５４

本
米
崎
小
学
校
沿
革

明　治大正　　　昭　和

本
米
崎
・
向
山
・
石
神
外
宿
・
船
場
の
４
か
村
の
連
合
で
石
神
外
宿
小
学
校
開
校

本
米
崎
字
稲
荷
山
に
校
舎
を
新
築

し
、本
米
崎
小
学
校
を
開
く

学
区
区
画
の
布
達
に
よ
り
、石
神
外

宿
小
学
校
の
本
米
崎
分
教
場
と
な
る

石
神
外
宿
小
学
校
の
分
教
場
か
ら
本

米
崎
尋
常
小
学
校
と
な
る

神
崎
尋
常
小
学
校
と
改
称

神
崎
第
一
尋
常
小
学
校
と
改
称
し
、

字
塙
に
移
転（
第
二
尋
常
小
学
校
は

横
堀
）

神
崎
第
一
尋
常
小
学
校
の
校
地
を
拡

張
し
、全
校
舎
の
改
築

本
米
崎
尋
常
高
等
小
学
校
の
特
別
教
室
１
棟

増
築

小
学
校
に
勤
倹
力
行
の
手
本
と
し
て
二
宮
金

次
郎
の「
力
行
」像
が
小
田
倉
義
雄
氏
か
ら
初

老
記
念
と
し
て
寄
贈

本
米
崎
国
民
学
校
と
改
称
さ
れ
、初
等
科
６

年
・
高
等
科
２
年
の
義
務
教
育
と
な
る

小
学
校
６
年
、中
学
校
３
年
の
義
務
教
育
制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
、本
米
崎
国
民
学
校
が
本

米
崎
小
学
校
に
改
称

木
造
校
舎
が
竣
工

全
国
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル「
優
秀
賞
」受
賞

第　

回
国
民
体
育
茨
城
大
会
開
会
式
の
集
団

２９
演
技
に
５
年
生
が
参
加

愛
鳥
モ
デ
ル
校
に
指
定

学
校
林
育
成
管
理
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞
受
賞

神
崎
第
一
尋
常
小
学
校
に
高
等
科
を
設
置

し
、本
米
崎
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

▲バイキング給食 ▲運動会（昭和３６年）

年　

号

４
年

６
年

　

年
１１

　

年
１７

　

年
２２　

年
27

　

年
３０　

年
37

　

年
４１４

年
７
年

　
年
12２

年

　

年
１０

　

年
１３　

年
16

　

年
２０

　

年
２２

神
崎
地
区
・
世
の
中
の
主
な
出
来
事

明　治大正

廃
藩
置
県
に
よ
り
茨
城
県（
多
賀
、久
慈
、那
珂
、茨
城
、真
壁
）が
誕
生

地
方
行
政
区
域
の
見
直
し
の
た
め
、全
国
一
律
に
区
制
が
導
入
さ
れ
、本
米
崎

村
・
向
山
村
・
船
場
村
・
石
神
外
宿
は
第
９
大
区
の
第
２
小
区
に
編
成
さ
れ
る

大
・
小
区
制
が
廃
止
さ
れ
、郡
制
度
と
な
り
、那
珂
郡
役
所
が
菅
谷
村
に
設
置

さ
れ
る
。本
米
崎
村
は
石
神
外
宿
と
連
合
村
と
な
り
、向
山
村
は
横
堀
村
・
堤

村
・
杉
村
と
連
合
村
と
な
る

村
の
再
編
が
行
わ
れ
、本
米
崎
村
・
向
山
村
・
石
神
外
宿
・
舟
石
川
村
・
船
場
村
・

須
和
間
村
が
連
合
村
と
な
り
戸

長
役
場
を
石
神
外
宿
に
置
く

連
合
村
を
解
散
し
、本
米
崎
・
向

山
・
横
堀
・
堤
・
杉
の
５
か
村
が
合

併
し
て
神
崎
村
が
誕
生
す
る

日
清
戦
争
開
戦

那
珂
地
方
に
初
め
て
水
戸
〜
久

慈
川
間
に
鉄
道
が
開
通

日
露
戦
争
開
戦

神
崎
村
の
役
場
新
庁
舎
が
竣
工

水
郡
線
が
大
子
ま
で
開
通

幸
久
橋
が
永
久
橋
と
し
て
架
橋
さ
れ
る

集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
よ
り
４
回
の
水
害
が
起
こ
る

大
東
亜（
太
平
洋
）戦
争
開
戦

茨
城
地
方
も
空
襲
、艦
砲
射
撃
を
受
け
る

太
平
洋
戦
争
終
戦（
神
崎
村
の
戦
没
者
は
１
４
４
人
）

カ
ス
リ
ー
ン
台
風
に
よ
り
久
慈
川
で
洪
水
。本
米
崎
四
堰
地
区
が
冠
水

上
宮
寺
の「
紙
本
着
色
聖
徳
太
子

絵
伝
」が
国
宝
に
指
定
さ
れ
る

水
郡
線
が
常
陸
大
宮
ま
で
開
通

関
東
大
震
災
発
生

▲公民館近くの小川（昭和１３年）

▲本米崎尋常小学校（明治２０年ころ）



広報なか４月号７

　

年
３
月

５６
　

年
２
月

５８
　

年
７
月

５９
　

年　

月

６１

１０

　

年
４
月

６２
　

年　

月

６２

１０

２
年
４
月

２
年
５
月

６
年　

月
１０

８
年
２
月

８
年　

月
１１

　

年　

月

１４

１１

　

年
１
月

１７
　

年
８
月

１８
　

年
２
月

２３
　

年
２
月

２４
　

年　

月

２５

１１

　

年
８
月

２６
　

年
３
月　

日

２７

２２

　

年
３
月　

日

２７

３１

平成

体
育
館
竣
工

学
校
保
健
教
育
の
研
究
で
受
賞

プ
ー
ル
建
設
工
事
完
了

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ　

記
念
科
学
研
究
作
品
展
県
教
育

'８５

長
・
県
教
育
研
究
会
長
賞
受
賞

幡
谷
理
科
教
育
振
興
賞
受
賞

県
児
童
生
徒
科
学
研
究
作
品
展
で
県
知
事
賞

受
賞

創
意
工
夫
育
成
功
労
学
校
と
し
て「
科
学
技
術
庁
長
官
賞
」受
賞

鉄
筋
２
階
建
て
新
校
舎
竣
工

発
明
工
夫
展
県
展「
優
秀
賞
」受
賞

国
際
交
流
学
習（
セ
ン
ト
メ
リ
ー
ズ
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
の
交
流
）

環
境
美
化
教
育
実
践
優
良
校
受
賞

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
表
彰
受
彰

瓜
連
町
と
合
併
し
那
珂
市
と
な
り
那
珂
市
立

本
米
崎
小
学
校
に
改
称

第　

回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

３４
「
優
秀
賞
」受
賞

第　

回
茨
城
県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
・

２６
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
最
優
秀
賞
」受
賞

第　

回
茨
城
県
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
・

２７
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
最
優
秀
賞
」受
賞

市
教
育
委
員
会
・
市
教
育
研
究
会
指
定
校

研
究
発
表
会（
算
数
）

「
本
米
崎
小
あ
り
が
と
う
！
夏
祭
り
」開
催

本
米
崎
小
学
校
閉
校
式

横
堀
小
学
校
と
の
統
合
に
よ
り
本
米
崎
小
学
校
閉
校

▲現在の本米崎小学校校舎 ▲本米崎小ありがとう！夏祭り ▲リコーダーコンテスト

　

年
３０

　

年
３３　

年
39

　

年
４０

　

年
４１

　

年
４５

　

年
５４

　

年
６０元

年
７
年

　

年
１１

　

年
１６

　

年
１７

　

年
２１

　

年
２２　

年
23

昭　和　平成

神
崎
村
、額
田
村
、菅
谷
町
、五
台
村
、戸
多
村
、芳
野
村
、木
崎
村
の
１
町
６
か

村
が
合
併
し
、那
珂
町
が
誕
生
す
る

神
崎
地
区
で
有
線
放
送
が
開
始

さ
れ
る

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕

東
海
道
新
幹
線
開
通

神
崎
中
学
校
と
額
田
中
学
校
を

統
合
し
、那
珂
町
立
第
二
中
学
校

が
誕
生
す
る

那
珂
町
内
で
赤
痢
が
大
発
生

こ
れ
を
機
に
上
水
道
計
画
が
策

定
さ
れ
る
こ
と
と
な
る

本
米
崎
幼
稚
園
が
開
園

日
本
原
子
力
研
究
所
核
融
合
研

究
施
設
の
起
工
式

常
磐
自
動
車
道
の
那
珂
Ｉ
Ｃ
〜

日
立
南
太
田
Ｉ
Ｃ
間
が
開
通
す

る那
珂
町
役
場
新
庁
舎
が
竣
工

阪
神
・
淡
路
大
震
災
発
生

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
発
生

東
海
村
の
核
燃
料
開
発
加
工
会
社
Ｊ
Ｃ
Ｏ
で
臨
界
事
故
が
起
き
る

本
米
崎
幼
稚
園
が
閉
園

那
珂
町
と
瓜
連
町
が
合
併
し
、那
珂
市
と
な
る
。市
の
人
口
５
万
６
７
２
６

人
、世
帯
数
は
１
万
９
４
５
２
戸

常
磐
自
動
車
道
の
東
海
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
が
供
用
開
始

茨
城
空
港
開
港

３
月
　
日
に
東
日
本
大
震
災
発
生
。那
珂
市
は
震
度
６
強
を
観
測
し
、甚
大
な

１１

被
害
を
受
け
る

区
長
制
度
が
廃
止
さ
れ
、自
治
会
制
度
と
な
る
。新
た
に
神
崎
地
区
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
が
発
足
す
る

▲小学校と地区が一体となる運動会



８

　那珂市における児童生徒の状況は、学力面や生活面とも全体的によい傾
向にあります。
　しかし、全国学力学習状況調査（いわゆる全国学力テスト）の意識調査
や、年度末に各学校から出される評価の結果などを見てみますと、自ら進
んで学んでいく力、コミュニケーション能力や人間関係調整力の育成が十
分でないなどの課題があげられます。
　また、小学校から中学校への進学にあたっては、学校での生活のきまり
や学習内容、指導方法などの変化に、戸惑いや不安を感じる児童が少なくありません。さらに、学年が上がるにつ
れて不登校の児童生徒も増加傾向にあります。これらを解消するには、小中一貫教育が有効であると考え、那珂市
では、平成２７年４月から小中一貫教育を開始することとなりました。

那珂市の小中一貫教育に係る 「子どもの力」を伸ばす取組
　義務教育９年間を見通し、「学力向上」「豊かな心の育成」「健やかな体の育成」「自分らしい

生き方や自立を目指す」という４つの分野に分けて系統的な指導を行い、小中一貫教育を推進

します。

○小中学校一貫した学び方の習得と家庭学習の習慣化
で「学ぶ力」を身に付けます。

○５年生から２教科以上で教科担任制の実施により、
専門性の高い授業を通して、確かな学力を身に付け
ます。

学力向上
○地域のかたがたや小中学生との交流など、多くの体
験活動を通して、望ましい人間関係を築く力を身に
付けます。

○健全な成長を見守る生徒指導の充実を通して、児童生
徒一人ひとりが相手を思いやる心を身に付けます。

豊かな心の育成

○中学校の体育専門教員が小学生の指導を行うこと
で、高い運動技能と体力を身に付けます。

○小中学校一貫した安全教育・情報モラル教育を行う
ことで、情報を選択し、危機を回避する力を身に付
けます。

健やかな体の育成
○小中一貫したキャリア教育を推進することで、将来
を見通す力と技術を身に付けます。

○幼小中が連携した特別支援教育を行うことで、自分
らしさを発揮する力を身に付けます。

自分らしい生きかたや自立を目指す

小中一貫教育でめざす児童生徒

　義務教育９年間を通して発達段階に応じた系統的な指導を行い、次のような児童生徒を育成

します。

■自ら学ぶ子

■豊かな人間関係を築ける子

■たくましく生きる子

■自分のよさがわかり、自立していく子

■郷土を愛する心を持つ子



広報なか４月号９

学園名をつけました

　児童生徒・教職員・保護者などが、小中一貫教育を意識できるようにとの目的から、中学校

区ごとに学園名をつけました。この学園名は、保護者・地域の皆さまから名称を募集し、各中

学校区と教育委員会とで協議した上で、決定したものです。

※今までの学校名がなくなるわけではありません

　例えば、菅谷西小学校は、「ばら野学園那珂市立菅谷西小学校」と呼ぶことに

なります

学校教育課指導室（瓜連支所）緯２９８－１１１１（内線８２７７）問い合わせ

９学年制になります
　小中一貫教育では、児童生徒を９年間を通
して育てるという意識を持つことが大切で
す。小学校６年間と中学校３年間という垣根
を低くし、９年間を見通した教育を行うため
に、前期を１～４年生、中期を５～７年生、
後期を８～９年生と区別して、発達段階に
合ったきめ細かな指導を行います。

中学校区ごとに実施した説明会
での主な質問

Ｑ５年生・６年生で行う教科担任制を２教科以上で行うと

説明があったが、何の教科で行うのですか？ 

Ａ教科担任制を行う教科については、各小学校で決めるこ

とになります。学校ごとに力を入れたい教科などを考慮

して決定します。

Ｑ９年制になると、小学校の卒業式や中学校の入学式はな

くなるのですか？

Ａ今までと同じように実施します。

Ｑ校舎はどうなるのですか？

Ａ校舎は小学校・中学校とも、今までの校舎を使用します。

一中学区
　菅谷西小学校・五台小学校・第一中学校

二中学区
　横堀小学校・額田小学校・第二中学校

三中学区
　芳野小学校・木崎小学校・第三中学校

四中学区
　菅谷小学校・菅谷東小学校・第四中学校

瓜連中学区
　瓜連小学校・瓜連中学校

ばら 野 学園
の

 青  遙 学園
せい よう

 緑 
りょく

 桜 学園
おう

わかすぎ学園

 白  鳥 学園
しら とり



１０

　
３
月
３
日
か
ら
、
平
成
　
年
第
１
回

27

那
珂
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
海

野
市
長
が
平
成
　
年
度
の
施
政
方
針
を

27

表
明
し
ま
し
た
。
以
下
、
施
政
方
針
の

内
容（
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
は
別
掲
）

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
長
施
政
方

市
長
施
政
方
針針

　

平
成　

年
度
那
珂
市
一
般
会
計
を
は
じ

２７

め
、
各
種
特
別
会
計
お
よ
び
水
道
事
業
会

計
の
当
初
予
算
の
ご
審
議
を
お
願
い
す
る

に
当
た
り
、
市
政
運
営
の
基
本
方
針
と
新

年
度
に
お
け
る
主
要
な
施
策
の
概
要
を
申

し
上
げ
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
我
が
国
の
状
況
を
見
る

と
、
政
府
に
よ
る
一
連
の
経
済
政
策
に
よ

り
、
株
価
の
上
昇
や
円
安
が
誘
導
さ
れ
、

企
業
の
業
績
や
人
々
の
消
費
動
向
が
上
向

く
な
ど
、
景
気
の
回
復
に
期
待
を
抱
か
せ

る
要
素
が
出
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
賃
金
へ
の
反

映
の
速
度
は
い
ま
だ
鈍
く
、
特
に
地
方
に

お
き
ま
し
て
は
、
本
格
的
な
景
気
回
復
の

恩
恵
を
実
感
す
る
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
直
面
す
る
人
口
減

少
克
服
・
地
方
創
生
と
い
う
構
造
的
な
課

題
に
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
日
本
の
将
来

を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た
め
、
国
に

お
い
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

法
」が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

今
後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向
を
提
示
す

る
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期
ビ

ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め

の
、
今
後
５
か
年
の
目
標
や
施
策
、
基
本

的
な
方
向
を
提
示
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
が
取
り
ま
と
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て

は
、
地
域
の
特
性
や
実
情
を
踏
ま
え
た

「
地
方
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
お
よ
び
「
地
方
版

総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
と
地

域
経
済
縮
小
の
克
服
を
確
実
に
実
現
す
る

た
め
の
施
策
を
、
国
と
と
も
に
一
体
と

な
っ
て
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
本
市
に
お
い
て
は
、
第
１
次
那

珂
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
に
よ
り
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
掲
げ

た
各
種
施
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
庁
内
に
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
推
進
本
部（
仮
称
）」を

組
織
し
、
策
定
す
る
「
地
方
版
総
合
戦
略
」

に
基
づ
き
、
総
合
計
画
と
整
合
を
図
り
な

が
ら
、「
ま
ち
の
創
生
」、「
ひ
と
の
創
生
」、

「
し
ご
と
の
創
生
」を
実
現
す
る
施
策
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
回
の
総
合
戦

略
で
は
、
一
過
性
の
対
症
療
法
と
し
て
で

は
な
く
、
根
本
的
な
原
因
の
改
善
に
取
り

組
み
、
那
珂
市
が
飛
躍
で
き
る
施
策
を
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
度
の
選
挙
に
お
い
て
、
私

は
、「
復
興
か
ら
飛
躍
へ
」「
那
珂
ら
し
く

新
し
く
」
の
実
現
を
訴
え
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
ご
支
持
を
得
て
、
こ
の
場
に
立
た
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
７
つ
の

重
点
政
策
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

お
い
て
斬
新
な
政
策
を
約
束
し
て
お
り
ま

す
。
す
べ
て
、
元
気
で
住
み
よ
い
、
住
み

た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

直
ち
に
取
組
を
開
始
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
に
応

え
、
元
気
が
み
な
ぎ
る
那
珂
市
を
つ
く
る

べ
く
、
い
か
な
る
困
難
な
課
題
に
も
挑
戦

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
私
と
職
員
が
と
も
に
一
丸
と
な

り
、
迅
速
に
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、
よ

り
高
品
質
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
市
民
の
皆

さ
ま
に
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
の
概
要

２７

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
那
珂
市
予
算
は
、
歳
入

２７

で
は
、
税
率
改
正
に
よ
り
地
方
消
費
税
交

付
金
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、
収
入

の
根
幹
と
な
る
市
税
が
固
定
資
産
税
の
評

価
替
え
な
ど
に
と
も
な
い
減
収
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
に
加
え
、
国
の
地
方
財
政
対
策

に
よ
り
普
通
地
方
交
付
税
お
よ
び
財
源
対

策
の
地
方
債
に
つ
い
て
も
減
額
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
か

ら
の
繰
入
金
に
よ
り
必
要
な
財
源
の
確
保

を
図
り
ま
し
た
。

平
成　

年
度
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広報なか４月号１１

市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り

１

　

ま
た
、
歳
出
で
は
、
国
の
子
ど
も
子
育

て
支
援
新
制
度
に
係
る
費
用
に
加
え
、
市

道
の
改
良
・
補
修
、
市
街
化
区
域
の
整
備

な
ど
の
社
会
基
盤
整
備
や
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
興
に
向
け
必
要
な
事
業
へ
の

重
点
的
な
予
算
配
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
効
果
に
よ
り
公
債
費
が

大
幅
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
扶
助
費
や
各

種
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
増
加
し
て
い

る
中
、
平
成　

年
度
か
ら
普
通
交
付
税
に

２７

お
け
る
合
併
算
定
替
の
縮
減
が
は
じ
ま
る

な
ど
、
将
来
的
に
も
厳
し
い
財
政
状
況
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
を
見
据
え
た
中

で
、
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の
原
則
に
立

ち
、
事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
た
中

で
、
財
源
の
効
率
的
な
配
分
に
努
め
た
予

算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
一
般
会
計
に
つ
い
て
は
前

年
度
比
３
・
８
％
増
の
１
８
８
億
４
０
０

０
万
円
、
特
別
会
計
に
つ
い
て
は
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
（
事
業
勘
定
）
が
前

年
度
比　

・
０
％
増
の　

億
２
４
０
０
万

１９

６８

円
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
比

８
・
１
％
増
の　

億
１
９
０
０
万
円
、
公

２５

園
墓
地
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
比
８
・

３
％
増
の
１
３
０
０
万
円
、
農
業
集
落
排

水
整
備
事
業
特
別
会
計
が
前
年
度
比　

・
２５

２
％
増
の　

億
１
５
０
０
万
円
、
介
護
保

１０

険
特
別
会
計
（
保
険
事
業
勘
定
）
が
前
年

度
比
２
・
２
％
増
の　

億
５
０
０
万
円
、

４４

上
菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
特

別
会
計
が
前
年
度
比　

・
０
％
減
の
１
億

３３

２
４
０
０
万
円
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

ま
に
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
、

読
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
な
ど

を
活
用
し
、
市
の
魅
力
度
向
上
を
図
る
た

め
積
極
的
に
情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

広
聴
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
か
れ

た
市
政
の
実
現
を
目
指
し
、
市
民
相
談
室

の
窓
口
で
の
対
応
や
市
民
ボ
ッ
ク
ス
、
提

案
メ
ー
ル
に
加
え
、
郵
便
に
よ
り
直
接
市

長
へ
意
見
を
届
け
ら
れ
る
「
市
長
へ
の
手

紙
」
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
引
き
続

き
、
広
く
市
民
の
意
見
・
要
望
の
聴
取
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
計
画

な
ど
の
立
案
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る

ほ
か
、「
市
長
と
話
そ
う
ふ
れ
あ
い
座
談

会
」
を
継
続
し
て
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ

ま
と
の
対
話
や
意
見
交
換
を
通
し
て
市
民

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
市
政
運
営
に
反
映

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

那
珂
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
後
期
実
施

計
画
に
基
づ
き
、
女
性
活
動
団
体
な
ど
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

人
権
尊
重
の
啓
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
人
権
問
題
に
つ
い
て
の

啓
発
・
教
育
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
戦
後　

年
の
節

７０

目
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
年
の
戦
争

パ
ネ
ル
展
の
開
催
に
加
え
、
広
報
紙
の
特

集
記
事
や
歴
史
民
俗
資
料
館
の
企
画
展
な

ど
を
通
し
て
、
広
く
市
民
に
対
し
て
平
和

に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
を
提
供

し
、
平
和
を
守
る
意
識
の
醸
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
市
民
と
の
協
働
体
制
の
確
立
に

向
け
、
引
き
続
き
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
自
治
会
お
よ
び
市
民
活
動
団
体
の
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
で
あ
る
こ
と

を
認
識
し
、
進
ん
で
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

で
き
る
よ
う
、
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
養

成
講
座
や
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
を
通
し
て
、
学
習
機
会

の
提
供
や
啓
発
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

広
報
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
な

か
の
表
紙
を
本
年
新
年
号
か
ら
一
新
し
た

こ
と
も
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ

◆協働のまちづくりフォーラム

会
計
が
前
年
度
比
１
・
０
％
増
の
５
億
１

９
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
に
つ
き
ま
し
て
は
、
収

益
的
収
入
が
前
年
度
比
０
・
９
％
増
の　
１１

億
９
８
２
０
万
２
千
円
、
収
益
的
支
出
が

前
年
度
比
５
・
１
％
減
の　

億
７
８
１
５

１０

万
２
千
円
、
資
本
的
収
入
が
前
年
度
比
２

５
０
・
２
％
増
の
４
億
５
０
７
万
７
千
円
、

資
本
的
支
出
が
前
年
度
比
１
１
０
・
３
％

増
の
８
億
８
７
２
９
万
４
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

次
に
、
重
点
的
に
取
り
組
む
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
き
ま
し
て
、
第
１
次
那
珂
市

総
合
計
画
に
掲
げ
る
施
策
体
系
に
沿
っ
て

申
し
上
げ
ま
す
。



１２

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

議
会
お
よ
び
市
民
の
意
見
を
尊
重
し
判
断

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
那
珂
市
耐
震
改
修
促
進
計
画
に

基
づ
き
、
旧
耐
震
基
準
で
建
築
さ
れ
た
住

宅
（
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
着
工
の
木

５６

３１

造
住
宅
）
に
対
し
て
、
補
強
設
計
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
に
要
す
る
費
用
の
補
助
を

行
い
、
耐
震
化
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

消
防
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
複
雑
多

様
化
す
る
各
種
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、

西
消
防
署
の
資
材
運
搬
車
を
更
新
し
消
防

力
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

救
急
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
救
急
需

要
に
対
応
す
る
た
め
に
救
急
隊
員
や
指
導

的
役
割
を
担
う
救
急
救
命
士
を
養
成
し
、

救
命
率
の
向
上
を
図
る
ほ
か
、
救
急
救
命

講
習
会
な
ど
の
開
催
を
推
進
し
、
応
急
手

当
の
普
及
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
犯
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
防
犯
灯

設
置
の
補
助
や
空
き
家
の
実
態
調
査
を
行

う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
安
全
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
犯
罪
の
な
い

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
組
と

し
て
、
警
察
や
防
犯
協
会
な
ど
と
連
携
し

た
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実
を
図
り
、
地

域
と
一
体
と
な
っ
た
防
犯
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

消
費
者
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
情
報

技
術
の
多
様
化
や
高
齢
化
の
進
行
に
よ

り
、
消
費
者
に
対
す
る
ト
ラ
ブ
ル
も
悪
質

か
つ
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
消
費
者
問
題

に
適
切
に
対
応
で
き
る
よ
う
「
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
」
に
お
け
る
相
談
・
あ
っ
せ
ん

処
理
の
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
消

費
者
が
安
全
・
安
心
な
消
費
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
今
後
も
出
前
講
座

な
ど
に
よ
り
広
報
啓
発
を
推
進
し
、
消
費

者
被
害
の
未
然
防
止
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
警

察
な
ど
関
係
機
関
と
の
協
力
に
よ
り
季
節

ご
と
に
交
通
事
故
防
止
運
動
を
展
開
し
、

高
齢
者
、
子
ど
も
の
事
故
や
自
転
車
事
故

な
ど
の
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
飲
酒
運
転
や
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

な
ど
の
広
報
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
交
通

マ
ナ
ー
の

向
上
を
図

る
と
と
も

に
、
高
齢

者
や
児

童
・
生
徒

に
重
点
を

お
い
て
交

通
安
全
教

育
を
実
施

し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

環
境
行
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
２
次

那
珂
市
環
境
基
本
計
画
に
基
づ
き
自
然
と

調
和
し
た
豊
か
な
環
境
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
保
全
、

ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を

図
る
た
め
、
講
演
会
の
開
催
や
広
報
な
ど

を
通
じ
た
啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
体
制
づ
く
り
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

市
道
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
道

路
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
と
安
全
な
交

通
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
、
緊
急
性
と

必
要
性
を
考
慮
し
な
が
ら
地
域
の
要
望
を

総
合
的
に
勘
案
し
、
継
続
的
に
道
路
の
新

設
や
改
良
、
維
持
補
修
を
実
施
し
、
舗
装

率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

橋
り
ょ
う
の
維
持
管
理
に
つ
き
ま
し
て

は
、
で
き
る
限
り
長
く
使
い
続
け
る
と

い
っ
た
予
防
保
全
型
の
維
持
管
理
へ
と
転

換
す
る
た
め
、
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
き
最
適
な
維
持
管
理
を
計
画

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

排
水
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
宮
排
水
路
の
全
体
整
備
計
画
区
間
の
約

７
割
が
完
成
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
未

整
備
と
な
っ
て
い
る
中
間
部
に
つ
き
ま
し

て
も
年
次
計
画
に
基
づ
い
て
整
備
を
実
施

し
、
大
雨
な
ど
に
よ
る
冠
水
被
害
を
防
止

す
る
た
め
早
期
完
成
を
目
指
し
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
る
自
治
会
に
対

し
、
防
災
訓
練
の
実
施
を
呼
び
か
け
防
災

意
識
の
醸
成
を
図
り
組
織
の
強
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
未
結
成
の
自
治
会
に
対

し
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
十
分
説
明
し
結

成
促
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
市
地

域
防
災
計
画
に
基
づ
き
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
食
糧
や
飲
料

水
な
ど
の
非
常
用
食
糧
の
備
蓄
を
進
め
る

と
と
も
に
、
情
報
伝
達
手
段
の
適
切
な
管

理
を
図
る
な
ど
、
災
害
時
に
お
け
る
市
民

の
安
全
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
防
災
訓
練
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引

き
続
き
地
域
ご
と
の
訓
練
の
実
施
に
重
点

を
置
い
て
ま
い
り
ま
す
。

　

原
子
力
の
防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
那
珂
市
地
域
防
災
計
画
（
原
子
力
災

害
対
策
編
）
に
基
づ
き
、
防
災
体
制
の
整

備
･
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
域
避

難
計
画
の
今
年
度
内
の
策
定
を
目
指
し
て

作
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
東
海
第
二
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
、
県
お
よ
び

安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り

２

◆各家庭に配布された
　原子力防災ガイド

◆交通安全街頭キャンペーン
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都
市
計
画
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
菅

谷
・
市
毛
線
（
第
３
期
、
延
長
＝
１
４
０

０
ｍ
）
お
よ
び
上
宿
・
大
木
内
線
（
延
長

＝
４
４
０
ｍ
）
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
計

画
的
に
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

日
常
生
活
の
移
動
手
段
に
不
便
を
き
た
し

て
い
る
地
域
住
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す

る
た
め
、
県
・
沿
線
市
・
事
業
者
な
ど
と

連
携
を
図
り
、
公
共
交
通
の
維
持
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
市
が
運
行
す
る

「
ひ
ま
わ
り
バ
ス
」
お
よ
び
「
ひ
ま
わ
り
タ

ク
シ
ー
」

に
つ
き
ま

し
て
は
、

利
用
者
の

ニ
ー
ズ
を

把
握
し
な

が
ら
利
便

性
の
向
上

に
努
め
て

ま
い
り
ま

す
。

　

地
籍
調
査
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
南

酒
出
（
Ⅰ
）
地
区
の
成
果
の
閲
覧
と
認
証

の
作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
南
酒
出
（
Ⅱ
）

地
区
の
 長
  狭
 

ち
ょ
う 
き
ょ
う

 物
 ・
一
筆
地
の
調
査
を
実
施

ぶ
つ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
街
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
菅

谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
引
き
続
き
実

援
護
者
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、
お
互
い

を
認
め
支
え
合
う
地
域
社
会
の
構
築
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
保
護
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活
保

護
制
度
に
基
づ
く
保
護
費
の
適
正
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
受
給
者
の
自
立
を
促
す

た
め
就
労
支
援
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
施
行
さ
れ
た
生
活
困

窮
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
き
、
生
活
保
護

に
至
る
前
の
自
立
支
援
策
の
強
化
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
高

齢
者
の
自
立
支
援
と
尊
厳
の
保
持
を
基
本

に
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
事
業
の
効

果
的
な
実
施
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑
な

運
営
な
ど
、
高
齢
者
の
保
健
・
福
祉
・
介

護
施
策
に
つ
い
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
市
内
３
圏

域
に
あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
市

社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
の
関
係
機
関
と
緊

密
に
連
携
を
図
り
、
高
齢
者
が
可
能
な
限

り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有
す
る
能

力
に
応
じ
、
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
１
次
整
備
優
先
地
区
の
Ⅰ
期
地
区
で
あ

る
額
田
、
後
台
お
よ
び
門
部
地
区
は
引
き

続
き
汚
水
管
布
設
工
事
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
Ⅱ
期
地
区
で
あ
る
額
田
、
後
台
、
菅

谷
東
、
戸
多
お
よ
び
中
里
地
区
に
つ
き
ま

し
て
は
、
早
期
の
供
用
開
始
に
向
け
汚
水

管
布
設
工
事
に
着
手
し
、
快
適
で
衛
生
的

な
生
活
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
鴻
巣
地
区
Ⅱ
期
地
区
に
つ
い
て
、

本
年
度
中
の
事
業
完
了
を
目
指
し
管
路
布

設
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
酒
出
地

区
に
つ
き
ま
し
て
も
、
平
成　

年
度
に
全

２６

体
実
施
設
計
お
よ
び
処
理
場
用
地
の
取
得

な
ど
が
完
了
し
、
本
年
度
よ
り
管
路
布
設

工
事
に
着
手
し
農
村
環
境
の
早
期
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
公
共
下
水
道
事
業
お
よ
び
農
業
集

落
排
水
整
備
事
業
の
認
可
区
域
以
外
の
区

域
に
お
い
て
、
引
き
続
き
補
助
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

地
域
福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
市
社
会
福
祉

協
議
会
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
な
ど
の

関
係
機
関
と
引
き
続
き
連
携
を
図
り
、
要

健
や
か
で
生
き
が
い
を

も
っ
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

３

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
下
菅
谷
地

区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
お
い
て
も
、
同
交

付
金
に
よ
り
第
１
期
分
の
都
市
計
画
道
路

下
菅
谷
停
車
場
線
お
よ
び
街
区
道
路
な
ど

の
整
備
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

上
菅
谷
駅
前
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
課
題
で
あ
っ
た
駅
前
公

衆
ト
イ
レ
改
修
工
事
が
完
成
し
、
本
年
度

は
区
域
界
の
市
道
大
木
内
線
の
道
路
改
修

工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
上

菅
谷
駅
前
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ

い
て
も
、
関
係
権
利
者
全
員
か
ら
事
業
へ

の
合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
事
業

完
了
に
向
け
諸
手
続
き
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

上
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全

で
よ
り
安
定
し
た
水
の
供
給
を
図
る
た

め
、
既
存
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
配
水
管
網
整

備
計
画
に
基
づ
き
配
水
管
の
整
備
お
よ
び

老
朽
管
の
更
新
を
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
平
成　

年
度
か
ら
木
崎
浄
水
場

２７

の
Ⅰ
期
更
新
事
業
（
改
修
）
の
配
水
池
の

築
造
工
事
に
着
手
し
、
平
成　

年
度
の
完

３４

成
に
向
け
て
計
画
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た

「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
受
け
て
、
平
成　
２７

年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
「
那
珂
市
水
道
事

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、「
安
全
」・「
 強
 
き
ょ
う

 靭
 」・「
持
続
」
を
達
成
す
る
た
め
、
確
実

じ
んに

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

◆ひまわりタクシー



１４

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
個
性
と

創
造
性
を
育
む
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
標
に
、
児
童
生
徒
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
と
技
能
の
修
得
に
努
め
る

と
と
も
に
、「
確
か
な
学
力
」「
豊
か
な
心
」

「
健
や
か
な
体
」の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
小
・
中
学

校
へ
非
常
勤
講
師
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
障
が
い
児

学
習
指
導
員
な
ど
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
中
学
校
２
年
生
お
よ
び
３
年
生
に
つ

い
て
は
、
市
独
自
に　

人
学
級
を
実
施
す

３５

る
と
と
も
に
、
小
学
校
教
育
の
６
年
間
と

中
学
校
教
育
の
３
年
間
の
９
年
間
を
見
通

し
、
個
々
に
応
じ
た
一
貫
し
た
き
め
細
か

な
指
導
を
行
い
、
教
育
効
果
の
向
上
を
目

指
し
小
中
一
貫
教
育
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
教
職
員
を
対
象
と
し
た
教

科
・
領
域
研
修
や
特
別
支
援
教
育
研
修
、

生
徒
指
導
研
修
な
ど
を
実
施
し
、
教
員
の

小
中
一
貫
教
育
に
対
す
る
意
識
改
革
や
指

導
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
生
活
へ
の
悩
み
を
持
つ

児
童
生
徒
お
よ
び
保
護
者
、
教
員
の
多
様

な
教
育
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
教
育
支
援

セ
ン
タ
ー
機
能
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

心
の
教
室
相
談
員
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
な
ど
に
よ
る
指
導
・
支
援
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂

市
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
に
基
づ
き
「
い

ト
セ
ン
タ
ー
の
利
用
や
地
域
と
の
交
流
事

業
を
進
め
る
ほ
か
、
子
ど
も
の
発
達
に
悩

み
を
抱
え
る

保
護
者
の
相

談
窓
口
と
し

て
、
こ
ど
も

発
達
相
談
セ

ン
タ
ー
の
相

談
支
援
体
制

を
充
実
す
る

な
ど
、
地
域

で
子
育
て
を

支
援
す
る
環

境
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

　

額
田
保
育
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年

４
月
か
ら
学
校
法
人
大
成
学
園
に
事
業
を

移
管
し
、「
大
成
学
園
額
田
保
育
園
」
と
し

て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　

家
庭
児
童
相
談
室
で
は
、
引
き
続
き
児

童
虐
待
や
母
子
家
庭
の
自
立
な
ど
に
関
す

る
相
談
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

成
人
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
寿

命
の
延
伸
と
と
も
に
平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
差
を
短
縮
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
疾

病
の
早
期
発
見
の
た
め
定
期
健
診
・
が
ん

検
診
な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
保
健
指
導
を
実
施
し
生
活
習
慣
の
改

善
に
取
り
組
む
な
ど
、
健
康
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

じ
め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
」
と
の
意
識
を

す
べ
て
の
人
が
持
ち
、
地
域
社
会
全
体
で

児
童
生
徒
を
見
守
る
と
と
も
に
、「
い
じ

め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
」、「
い
じ
め
調

査
委
員
会
」
を
設
置
し
、
い
じ
め
の
問
題

の
克
服
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

幼
児
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た
に

ス
タ
ー
ト
す
る
子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度

お
よ
び
那
珂
市
立
幼
稚
園
教
育
振
興
計
画

に
基
づ
き
、
特
別
支
援
教
育
の
充
実
や
預

か
り
保
育
な
ど
を
継
続
し
、
幼
稚
園
教
育

の
一
層
の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
立
幼
稚
園
の
再
編
を
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
・

安
心
で
快
適
な
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
住
民
の
災
害
時

の
緊
急
避
難
場
所
と
し
て
も
活
用
さ
れ
る

屋
内
運
動
場
や
校
舎
に
つ
い
て
、
耐
震
補

強
・
大
規
模
改
修
工
事
を
計
画
的
に
進
め

て
お
り
、
本
年
度
は
、
第
一
中
学
校
お
よ

び
瓜
連
中
学
校
の
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事

を
実
施
し
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
民

の
意
向
を
反
映
し
た
講
座
の
充
実
や
自
主

事
業
の
積
極
的
な
展
開
な
ど
、
多
様
化
す

る
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、

各
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
と
の
連
携
を

深
め
、
地
域
に
お
け
る
生
涯
学
習
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
と
文
化
を
育
む

教
育
の
ま
ち
づ
く
り

４

　

障
が
い
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

珂
市
障
が
い
者
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
地
域
の
誰
も
が

か
け
が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
自
立
と
自
己
決
定
に
よ
り
社
会
に
参

加
・
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援
を
必

要
と
す
る
か
た
に
対
し
て
適
切
な
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提
供
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

母
子
保
健
に
つ
き
ま
し
て
は
、
乳
児
訪

問
や
妊
婦
お
よ
び
乳
幼
児
の
健
康
相
談
・

健
康
診
断
に
よ
り
育
児
不
安
の
解
消
に
努

め
る
ほ
か
、
定
期
予
防
接
種
の
勧
奨
、
任

意
予
防
接
種
の
助
成
に
よ
り
感
染
症
の
ま

ん
延
と
重
篤
化
を
防
止
す
る
な
ど
、
安
心

し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
体
制
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
不
妊
治
療
費
に

つ
き
ま
し
て
も
、
県
補
助
金
の
上
乗
せ
助

成
を
引
き
続
き
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
た

に
策
定
い
た
し
ま
し
た
平
成　

年
度
か
ら

２７

平
成　

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

３１

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基

づ
き
、
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
事
業

の
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
社
会
全
体
で

支
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
す
る
た
め
、
在

宅
の
乳
幼
児
に
対
す
る
子
育
て
支
援
と
し

て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
つ
ぼ
み
」

や
民
間
保
育
所
な
ど
で
の
支
援
事
業
を
充

実
し
ま
す
。
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

◆子育てフェスタ（子育て支援センター）
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市
立
図
書
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
涯

学
習
の
身
近
な
拠
点
と
し
て
、
多
く
の
市

民
が
読
書
を
生
活
の
一
部
と
し
て
取
り
入

れ
、
文
化
的
で
生
き
が
い
の
あ
る
暮
ら
し

が
で
き
る
よ
う
読
書
環
境
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
と
の
連
携

を
図
り
、
子
ど
も
た
ち
の
読
書
活
動
を
支

援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
、
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
・

振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
、
い
つ
ま
で
も
気
軽
に
親
し
め
る

よ
う
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ひ

ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
那
珂
総
合
公
園
を

活
用
し
て
、
水
泳
教
室
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
充
実
を
図
り
、
市

民
の
健
康
の
維
持
・
増
進
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

や
新
た
な
作
物
の
導
入
を
進
め
る
た
め
、

茨
城
県
県
央
農
林
事
務
所
経
営
・
普
及
部

門
や
Ｊ
Ａ
常
陸
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携

し
て
普
及
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
営
農

指
導
員
に
よ
る
営
農
相
談
や
営
農
指
導
の

強
化
を
し
な
が
ら
、
認
定
農
業
者
、
新
規

就
農
者
な
ど
の
担
い
手
の
確
保
・
育
成
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
常
陸
本
部
事
務
所
の
移
転
に
つ
き

ま
し
て
は
、
那
珂
市
へ
誘
致
で
き
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

遊
休
農
地
の
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

遊
休
農
地
解
消
対
策
事
業
や
耕
作
放
棄
地

再
生
利
用
事
業
、
農
地
利
用
集
積
事
業
、

農
地
中
間
管
理
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
農

地
の
集
積
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
業
委

員
会
そ
の
他
関
係
機
関
と
協
力
し
て
解
消

に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那

珂
市
商
工
業
振
興
計
画
に
基
づ
き
商
工
業

の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

と
と
も
に
、
自
治
・
振
興
金
融
制
度
に
よ

る
事
業
資
金
の
融
資
支
援
お
よ
び
雇
用
対

策
と
し
て
就
職
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
第
１
回
那
珂
市
産
業
祭
の
開
催

に
向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
地
域
産

業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
資
す

る
「
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
事
業
」
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
引
き
続
き
有
ヶ
池
地
区
お
よ
び
芳
野

地
区
に
お
い
て
県
営
事
業
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
基
幹
水
利
施
設
ス

ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
よ
る
既
存

施
設
の
長
寿
命
化
や
県
単
か
ん
が
い
排
水

事
業
に
お
い
て
施
設
の
更
新
を
進
め
る
と

と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し

た
担
い
手
な
ど
へ
の
集
積
を
進
め
な
が

ら
、
国
営
・
県
営
で
の
計
画
地
区
ほ
場
再

整
備
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
米
の
消

費
拡
大
や
農
畜
産
物
の
生
産
と
あ
わ
せ

て
、
食
品
加
工
、
流
通
、
販
売
に
も
農
業

者
が
積
極
的
に
関
わ
る
い
わ
ゆ
る
６
次
産

業
化
の
構
築
・
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
畑
地
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
、
現
状
を
把
握
し
作
付
面
積
の
拡
大

活
力
が
あ
り
賑
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り

５

　

青
少
年
健
全
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、

家
庭
教
育
力
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も

に
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
を
よ
り

一
層
深
め
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
教
室
に
お
け
る
体

験
事
業
の
充
実
に
よ
り
、
小
学
生
の
ふ
る

さ
と
を
愛
す
る
心
と
社
会
性
の
涵
養
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

歴
史
遺
産
・
伝
統
文
化
に
つ
き
ま
し
て

は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
を
拠
点
と
し
て
季

節
展
や
企
画
展
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

市
史
編
さ
ん
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
、
額
田
城

跡
の
保
存
管
理
を
は
じ
め
各
種
の
歴
史
遺

産
の
保
存
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
交
流
に
つ
き
ま
し
て
は
、
市
国
際

交
流
協
会
と
連
携
し
異
な
る
文
化
や
生
活

習
慣
を
互
い
に
理
解
し
合
え
る
多
文
化
共

生
の
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
際
親

善
姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

オ
ー
ク
リ
ッ
ジ
市
と
の
交
流
を
通
し
て
、

国
際
的
感
覚
を
持
ち
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

市
民
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
友

好
都
市
で
あ
る
秋
田
県
横
手
市
と
の
交
流

を
通
し
て
、
異
な
る
風
土
や
文
化
、
生
活

習
慣
な
ど
に
触
れ
、
市
民
お
よ
び
市
民
団

体
の
友
好
関
係
が
継
続
・
発
展
で
き
る
よ

う
交
流
活
動
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◆市立図書館
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１６

や
資
質
・
能
力
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

人
事
評
価
制
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
こ
れ
ま
で
の
管
理
職
に
加

２６
え
一
般
職
に
ま
で
対
象
を
拡
大
し
試
行
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
引
き
続
き

本
施
行
に
向
け
て
研
修
を
実
施
し
な
が

ら
、
さ
ら
な
る
制
度
構
築
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

職
員
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、
職
員
の
適

材
適
所
へ
の
配
置
を
進
め
る
と
と
も
に
、

定
年
退
職
者
の
再
任
用
の
状
況
な
ど
を
勘

案
し
な
が
ら
、
将
来
的
に
各
年
齢
層
の
偏

り
が
生
じ
な
い
よ
う
新
規
採
用
者
の
計
画

的
採
用
を
進
め
、
適
正
な
定
員
管
理
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
税
な
ど
の
納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成　

年
度
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
導
入

２４

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
納
税
機

会
の
拡
充
に
よ
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
収
納

率
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
有
財
産
の
適
正
管
理
と
有
効
活
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
未
利
用
地
と
な
っ
て
い

る
瓜
連
駅
北
側
の
市
有
地
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
利
活
用
を
図
り
ま
す
。

　

窓
口
業
務
の
日
曜
開
庁
に
つ
き
ま
し
て

は
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の
確
保
と
市
民

顧
客
主
義
の
観
点
に
基
づ
き
、
平
成　

年
２３

９
月
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
３
年
半

　

行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
３

次
那
珂
市
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
計
画
的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
へ
の
対
応
に

つ
き
ま
し
て
は
、
運
用
開
始
ま
で
に
適
切

に
対
応
で
き
る
よ
う
各
種
シ
ス
テ
ム
を
改

修
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
き
ま
し
て

は
、
共
同
運
用
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り

経
費
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
堅
牢
な

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
で
災

害
時
の
業
務
継
続
を
確
保
す
る
な
ど
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
と
効
率
的
な

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
員
研
修
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

人
材
育
成
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
職
階
層
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
知

識
や
能
力
を
は
じ
め
、
政
策
形
成
能
力
や

行
政
経
営
能
力
、
危
機
管
理
能
力
な
ど
の

専
門
的
能
力
の
育
成
に
努
め
る
と
と
も

に
、「
信
頼
さ
れ
る
職
員
」・「
自
立
す
る
職

員
」・「
創
造
性
あ
ふ
れ
る
職
員
」
の
育
成

に
向
け
、
職
員
一
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革

行
財
政
運
営
の
効
率
化
に

よ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

６

　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、
製
造
業

に
限
ら
ず
多
様
な
業
種
に
つ
い
て
誘
致
の

可
能
性
を
探
る
と
と
も
に
、
県
や
関
係
機

関
な
ど
と
の
連
携
や
情
報
収
集
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
引
き
続
き
固
定
資

産
税
の
優
遇
や
緑
地
面
積
率
の
緩
和
措
置

な
ど
を
活
か
し
積
極
的
な
誘
致
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
既
存
企
業
の
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
那
珂
市

観
光
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
市
の
歴
史
、

文
化
、
自
然
、
人
な
ど
の
地
域
資
源
を
活

か
し
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
観
光
と
商
業
・
農
業
な
ど
の
地
域
産

業
が
連
携
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に

よ
り
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
ほ
か
、

市
観
光
協
会
は
じ
め
関
係
機
関
と
連
携
し◆満開のひまわり畑（なかひまわりフェスティバル）

が
経
過
し
、
市
民
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
る

中
、
今
後
も
さ
ら
な
る
利
便
性
の
向
上
に

向
け
、
検
討
・
改
善
を
加
え
な
が
ら
継
続

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

事
務
権
限
の
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、

平
成　

年
６
月
に
「
第
４
次
地
方
分
権
一

２６

括
法
」
が
公
布
さ
れ
、
今
後
も
一
層
国
・

県
か
ら
の
権
限
移
譲
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
う
し
た
流
れ

に
対
応
す
る
た
め
の
組
織
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
地
域
の
自
主
性
お
よ
び
自
立

性
を
高
め
、
住
民
な
ど
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や

利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

以
上
、
平
成　

年
度
の
市
政
運
営
に
当

２７

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
主
要
施
策

の
概
要
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
地

方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
那
珂
市

の
発
展
を
さ
ら
に
確
実
な
も
の
と
し
、
輝

け
る
未
来
を
創
造
す
る
た
め
、
先
に
述
べ

た
各
種
施
策
を
一
つ
ひ
と
つ
確
実
に
推
進

し
な
が
ら
、
市
民
生
活
に
お
い
て
真
の
豊

か
さ
が
実
感
で
き
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
市
民
の

皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
施
政
方
針

と
い
た
し
ま
す
。

平
成　

年
３
月
３
日

２７

 

 那
珂
市
長　

海
野
　
　
徹

市
の
魅
力
や
情
報
を
積
極
的
に
発
信
し
て

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。



広報なか４月号１７

議会議会
第 1 回
定例会

平成27年第１回那珂市議会定例会
３月３日～20日の18日間の会期で開催

　市長提出議案は報告１件、条例の制定・一部改正
２６件、平成２６年度補正予算７件、平成２７年度予算９
件、その他（同意を含む）６件、合わせて４９件につ
いて審議され、全議案について原案のとおり可決さ
れました。

行
政
概
要
報
告

■
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
に
つ
い
て

　

１
月　

日
に
新
た
に
那
珂
ふ
る
さ
と
大

１５

使
１
人
を
委
嘱
し
、
中
央
公
民
館
に
お
い

て
委
嘱
状
交
付
式
を
行
い
、
同
会
場
で
開

催
さ
れ
た
那
珂
市
新
年
賀
詞
交
歓
会
に
お

い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
引
き
続
き

開
催
し
た
那
珂
ふ
る
さ
と
大
使
情
報
交
換

会
で
は
、
活
動
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や

Ｐ
Ｒ
の
手
法
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

■
経
営
戦
略
会
議
か
ら
提
言
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
の
経
営
戦
略
会
議
に
つ
き

２６

ま
し
て
は
、
５
月
か
ら　

月
ま
で
計
８
回
開

１２

催
し
、
人
口
減
少
化
対
策
に
つ
い
て
の
議
論

が
行
わ
れ
ま
し
た
。　

月　

日
に
経
営
戦

１２

２４

略
会
議
か
ら
提
言
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
基
幹
業
務
系
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ

ド
化
に
つ
い
て

　

３
市
１
町
（
常
陸
大
宮
市
・
か
す
み
が

う
ら
市
・
五
霞
町
・
那
珂
市
）
で
進
め
て

き
た
基
幹
業
務
系
シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド

化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
１
日
か
ら
本

格
稼
働
し
ま
し
た
。

■
第　

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
、
茨
城

４７
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
お
よ
び
那

珂
市
長
選
挙
に
つ
い
て

　

衆
議
院
の
解
散
に
と
も
な
う
総
選
挙
お

よ
び
任
期
満
了
に
と
も
な
う
茨
城
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
な
ら
び
に
那
珂
市
長
選
挙

を
次
の
と
お
り
執
行
し
ま
し
た
。

〇
第　

回
衆
議
院
議
員
総
選
挙

４７

　

選
挙
期
日　

平
成　

年　

月　

日（
日
）

２６

１２

１４

　

当
日
有
権
者
数
（
小
選
挙
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　

４
万
５
９
９
８
人

　

投
票
人
員　
　
　

２
万
３
８
１
７
人

　

投
票
率　
　
　
　
　

・　

％

５１

７８

○
茨
城
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　

選
挙
期
日　

平
成　

年　

月　

日（
日
）

２６

１２

１４

※
無
投
票
の
た
め
実
績
な
し

○
那
珂
市
長
選
挙

　

選
挙
期
日　

平
成　

年
２
月
１
日（
日
）

２７

　

当
日
有
権
者
数　

４
万
５
６
３
９
人

　

投
票
人
員　
　
　

２
万
２
９
２
１
人

　

投
票
率　
　
　
　
　

・　

％

５０

２２

■
住
民
投
票
条
例
検
討
委
員
会
か
ら

提
言
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

学
識
経
験
者
や
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
那
珂
市
住
民
投
票
条
例
検
討
委
員
会
が

８
月
か
ら
計
８
回
開
催
さ
れ
、
市
民
投
票

の
具
体
的
な
手
法
や
仕
組
み
に
係
る
主
要

な
論
点
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
月　

日
に
検
討
委
員
会
か
ら
那
珂

１８

市
住
民
投
票
条
例
に
関
す
る
提
言
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

■
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨

時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
き

２６

上
げ
実
施
に
と
も
な
い
、
所
得
の
低
い
か

た
や
子
育
て
世
帯
の
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
、
２
つ
の
給
付
金
の
申
請
受
付
を
行

い
、
順
次
支
給
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
目
の
支
給
を　

月
２
日
に
行

１０

い
、
以
降
、
臨
時
福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

は　

回
、
８
０
４
２
人
に
１
億
３
３
６
万

１０
５
千
円
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金

に
つ
い
て
は
４
回
、
５
８
８
０
人
に
５
８

８
０
万
円
支
給
し
ま
し
た
。

◆経営戦略会議から提言書の提出

◆住民投票条例検討委員会から
　提言書の提出



１８

■
菅
谷
市
毛
線
街
路
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

菅
谷
市
毛
線
道
路
改
良
工
事
（
延
長
Ｌ

＝
１
７
５
・
０
ｍ
）
を
１
月
に
発
注
し
ま

し
た
。

■
菅
谷
地
区
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

　

市
道
８－

０
２
４
２
号
線
排
水
路
整
備

工
事
（
延
長
Ｌ
＝
１
６
０
・
９
ｍ
）
を
１

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

下
菅
谷
地
区
汚
水
管
布
設（
第
１
工
区
）

工
事
を　

月
に
発
注
し
ま
し
た
。

１２

■
農
業
集
落
排
水
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
債
務
負
担
行
為
に
よ
る
戸

２７

崎
・
西
木
倉
地
区
処
理
施
設
維
持
管
理
業

務
委
託
、
門
部
・
神
崎
額
田
地
区
処
理
施

設
維
持
管
理
業
務
委
託
お
よ
び
戸
多
北

部
・
鴻
巣
地
区
処
理
施
設
維
持
管
理
業
務

委
託
を
１
月
に
発
注
し
ま
し
た
。

■
那
珂
市
教
育
振
興
大
会
に
つ
い
て

　

２
月　

日
に
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

２５

に
お
い
て
、
第　

回
那
珂
市
教
育
振
興
大

１１

会
を
開
催
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な
ど
の

分
野
で
活
躍
さ
れ
た
か
た
が
た
の
功
績
を

た
た
え
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
や
社
会

教
育
の
分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
か
た
へ
表

彰
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成　
２７

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
小
中
一
貫
教
育

に
向
け
、「
平
成　

年
度
か
ら
の
小
中
一

２７

貫
教
育
に
む
け
て
」
と
題
し
た
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

■
屋
内
運
動
場
大
規
模
改
造
事
業
に

つ
い
て

　

那
珂
市
立
菅
谷
小
学
校
お
よ
び
五
台
小

学
校
の
屋
内
運
動
場
の
大
規
模
改
造
工
事

が
そ
れ
ぞ
れ
１
月
に
竣
工
し
、
使
用
を
開

始
し
ま
し
た
。

■
成
人
式
に
つ
い
て

　

１
月　

日
に
那
珂
総
合
公
園
ア
リ
ー
ナ

１０

に
お
い
て
、
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
の
該
当
者
は
５
８
２
人
で
出
席
者
は

４
４
３
人
、
出
席
率
は　
・
１
％
で
し
た
。

７６

■
消
防
業
務
に
つ
い
て

　

消
防
訓
練
指
導
に
つ
い
て
は
、　

月　
１２

１３

日
か
ら
２
月　

日
ま
で
に
事
業
所
や
学
校

２８

な
ど
を
対
象
と
し
て　

回
行
い
、
１
９
２

１７

７
人
が
参
加
し
て
、
防
火
防
災
知
識
の
習

得
と
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
応
急
手
当
の
普
及
の
た
め
、
普

通
救
命
講
習
会
を
６
回
行
い
、
１
７
３
人

が
受
講
し
ま
し
た
。
救
命
入
門
コ
ー
ス
は

３
回
行
い
、　

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

８１

　

火
災
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
建
物
２

件
、
林
野
１
件
、
そ
の
他
１
件
で
合
計
４

件
、
救
急
出
場
件
数
に
つ
い
て
は
、
急
病

２
８
４
件
、
交
通
事
故　

件
、
そ
の
他
１

７８

２
１
件
で
合
計
４
８
３
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
消
防
意
識
の
高
揚
と
防
災
活
動

の
向
上
を
図
り
、「
安
全
で
安
心
な
ま
ち
」

の
実
現
を
目
指
し
て
、
１
月　

日
に
那
珂

１１

総
合
公
園
に
お
い
て
、
消
防
関
係
者
約
４

０
０
人
が
参
加
し
、
消
防
出
初
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

■
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て

　

市
民
の
放
射
線
に
対
す
る
不
安
を
解
消

す
る
た
め
、
公
共
施
設
な
ど
に
お
け
る
空

間
放
射
線
量
お
よ
び
水
道
水
の
放
射
性
物

質
濃
度
の
測
定
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
簡
易
測
定
器
に
よ
り
、
保
育
所

や
学
校
の
給
食
食
材
お
よ
び
市
内
で
生
産

さ
れ
た
農
畜
産
物
を
独
自
に
検
査
し
、
食

に
お
け
る
安
全
の
確
保
と
風
評
被
害
の
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
測
定
結

果
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広

報
紙
な
ど
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
か
た
を
支
援
す
る
た
め
、

引
き
続
き
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度
に

よ
る
国
の
支
援
金
お
よ
び
県
・
市
の
災
害

見
舞
金
を
支
給
し
て
お
り
、
２
月　

日
現

２７

在
の
支
給
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

国
の
支
援
金
は
、
全
壊
が
１
９
９
件
、
大

規
模
半
壊
が
９
件
、
合
計
２
０
８
件
で
総

額
２
億
６
４
２
５
万
円
で
す
。
県
の
災
害

見
舞
金
は
、
半
壊
１
７
９
件
５
３
７
万
円

で
す
。
市
の
見
舞
金
は
、
住
家
の
全
壊
が

　

件
、
半
壊
が
２
４
２
件
、
非
住
家
の
半

４６壊
以
上
が
２
７
８
件
、
合
計
５
６
６
件
で

総
額
１
９
４
８
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
は
、　
１０

件
で
１
９
３
０
万
円
で
す
。

平
成　

年
３
月
３
日

２７

 

 那
珂
市
長　

海
野
　
　
徹

◆平成２７年成人式

◆消防出初式
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全議案可決市 長 提 出 議 案

◎報告

専決処分の報告について（那珂市国民健康保険条

例の一部を改正する条例）

◎条例の制定・一部改正

那珂市行政手続条例の一部を改正する条例／那珂

市総合開発審議会設置条例の一部を改正する条例

／那珂市職員定数条例の一部を改正する条例／那

珂市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例／那珂市

証人等に対する実費弁償に関する条例の一部を改

正する条例／那珂市特別職報酬等審議会条例の一

部を改正する条例／那珂市特別職の職員で常勤の

ものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正す

る条例／那珂市職員の給与に関する条例の一部を

改正する条例／那珂市職員の特殊勤務手当に関す

る条例の一部を改正する条例／那珂市福祉事務所

設置条例の一部を改正する条例／那珂市医療福祉

費支給に関する条例の一部を改正する条例／那珂

市保育所設置条例の一部を改正する条例／那珂市

放課後学童保育対策事業条例の一部を改正する条

例／那珂市介護保険条例の一部を改正する条例／

那珂市指定地域密着型サービスの事業に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例／那珂市指

定地域密着型介護予防サービスの事業に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例／那珂市保

育所保育所医設置条例を廃止する条例／那珂市保

育所の保育に関する条例を廃止する条例／那珂市

教育委員会教育長の給与及び勤務時間その他の勤

務条件に関する条例を廃止する条例／市長の給料

月額の特例に関する条例／那珂市駅前自転車等駐

車場の設置及び管理に関する条例／那珂市地区交

流センターの設置及び管理に関する条例／那珂市

地域包括支援センターにおける包括的支援事業の

実施に関する基準を定める条例／那珂市指定介護

予防支援等の事業に関する基準を定める条例／那

珂市教育委員会教育長の勤務時間その他の勤務条

件及び職務に専念する義務の特例に関する条例／

那珂市立幼稚園保育料徴収条例

◎平成２６年度補正予算

平成２６年度那珂市一般会計補正予算（第７号）／

平成２６年度那珂市国民健康保険特別会計（事業勘

定）補正予算（第３号）／平成２６年度那珂市下水

道事業特別会計補正予算（第４号）／平成２６年度

那珂市農業集落排水整備事業特別会計補正予算

（第４号）／平成２６年度那珂市介護保険特別会計

（保険事業勘定）補正予算（第４号）／平成２６年度

那珂市上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計

補正予算（第３号）／平成２６年度那珂市一般会計

補正予算（第８号）

◎平成２７年度予算

平成２７年度那珂市一般会計予算／平成２７年度那珂

市国民健康保険特別会計（事業勘定）予算／平成

２７年度那珂市下水道事業特別会計予算／平成２７年

度那珂市公園墓地事業特別会計予算／平成２７年度

那珂市農業集落排水整備事業特別会計予算／平成

２７年度那珂市介護保険特別会計（保険事業勘定）

予算／平成２７年度那珂市上菅谷駅前地区土地区画

整理事業特別会計予算／平成２７年度那珂市後期高

齢者医療特別会計予算／平成２７年度那珂市水道事

業会計予算

◎その他（同意を含む）

公の施設の広域利用に関する協議について／指定

管理者の指定について／市道路線の認定について

／戸籍に係る電子情報処理組織の事務の受託につ

いて／人権擁護委員の推薦について／那珂市政治

倫理審査会委員の委嘱について



２０

市税（35.0％）
地方交付税（20.3％）

市債
（9.0％）

国庫支出金
（12.6％）

県支出金（7.3％）

その他　　　　　　（6.3％）
（地方消費税交付金、地方譲与
税、自動車取得税交付金、地方
特例交付金　ほか）

繰入金（3.4％）
諸収入（2.2％）
繰越金（1.3％）

その他　　　　　　（2.6％）
（分担金及び負担金、使用料及
び手数料、財産収入、寄付金）

歳入予算

自依
存 主

財財

源源

【図１】
平成27年度一般会計歳入予算

55.5％55.5％ 44.5％44.5％

※利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、ゴル
フ場利用税交付金、交通安全対策特別交付金

増減率
平２６年度
予算額

平２７年度
予算額

区分

△１．３％８，４９８，４６９８，３８６，３０９自主財源
△１．６％６，７０４，８２７６，５９７，７６６市税
△２．４％２７６，５１８２６９，９４８分担金及び負担金
△２．３％１９９，６１４１９４，９９０使用料及び手数料
１５．７％１１，９６１１３，８４２財産収入
０．０％４４寄付金
△２．５％６５６，５５３６４０，４６２繰入金
０．０％２５０，０００２５０，０００繰越金
５．１％３９８，９９２４１９，２９７諸収入
８．３％９，６５１，５３１１０，４５３，６９１依存財源

△１９．０％３０８，０００２４９，６００地方譲与税
３５．７％５６８，８５３７７２，０４１地方消費税交付金
１１．９％３１，０００３４，７００自動車取得税交付金
５．３％２８，３００２９，８００地方特例交付金
２．２％３，７５１，０９８３，８３４，０００地方交付税
１２．７％２，１０７，９６６２，３７６，３４３国庫支出金
１４．５％１，１９５，１３９１，３６７，８７９県支出金
５．５％１，６１１，１６０１，７００，１００市債
７８．４％５０，０１５８９，２２８その他　※
３．８％１８，１５０，０００１８，８４０，０００合　計

（単位：千円）【表２】平成２７年度一般会計歳入予算

増減率
平成２６年度
予算額

平成２７年度
予算額

会計名

３．８％１８，１５０，０００１８，８４０，０００一般会計

１１．０％１３，８９６，０００１５，４１９，０００特別会計

１９．０％５，７３４，０００６，８２４，０００国民健康保険（事業勘定）

８．１％２，３３０，０００２，５１９，０００下水道事業

８．３％１２，０００１３，０００公園墓地事業

２５．２％８１１，０００１，０１５，０００農業集落排水整備事業

２．２％４，３１０，０００４，４０５，０００介護保険（保険事業勘定）

△３３．０％１８５，０００１２４，０００上菅谷駅前地区土地区画整理事業

１．０％５１４，０００５１９，０００後期高齢者医療

６．９％３２，０４６，０００３４，２５９，０００合　計

【表１】平成２７年度会計別予算額 （単位：千円） 　平成２７年度の那珂市予算は、歳入では税率改正
により地方消費税交付金の増収、市税については
固定資産税の評価替えなどにともなう減収、また
国の地方財政対策による普通地方交付税について
も減額が見込まれます。歳出では扶助費などの増
加により依然として厳しい状況が続く中、歳入に
見合った歳出の原則に立ちつつも、国の子ども子
育て支援新制度に係る費用に加え、市道の改良・
補修、市街化区域の整備などの社会基盤整備や東
日本大震災からの復興に向け必要な事業を中心
に、財源の重点的かつ効率的な配分に努めた予算
編成を行いました。
　その結果、一般会計については前年度比３．８％
増の１８８億４，０００万円、特別会計の総額については
前年度比１１．０％増の１５４億１，９００万円となりまし
た。 （表１参照）

平成27年度 那珂市予那珂市予算算那珂市予算 財政課財政グループ
緯２９８－１１１１
（内線５２２）

問　い
合わせ

　一般会計の歳入のうち最も大きな割合を占める市税は、税制改正にともなう法人市民税の減や、家屋評価
替えなどによる固定資産税の減により減収が見込まれることから、前年度に比べ１．６％の減収、地方交付税
については、普通交付税が、国の地方財政計画での減少に加え、今年度から始まる合併算定替えの縮減によ

る減額を見込む一方、災害復旧事業に係る震災復興特別交付税の増額により、前年度に比べ２．２％の増額を見込みました。
　これらの結果、市が自らの手で確保できる自主財源は８３億８，６３０万９千円で、歳入全体に占める割合は４４．５％となりまし
た。これに対し、国や県から決められた額を交付されたり、割り当てられたりする依存財源は１０４億５，３６９万１千円で、歳
入全体の５５．５％となりました。 （表２、図１参照）

＜一般会計＞
歳入



広報なか４月号２１

市税　６５億９，７７６万６千円（１．６％減）
　市の歳入の根幹をなすのもので、市民税、固定資産税、
軽自動車税、市たばこ税、都市計画税があります。
　市民税は景気回復にともなう個人所得の伸びが遅れてい
ることや平成２６年度税制改正による法人住民税法人税割に
係る税率引き下げの影響により前年度比１．９％減の２８億
４，２１７万円、固定資産税は家屋評価替えによる減が見込ま
れることから、前年度比１．５％減の２９億１，９０３万９千円など
を見込みました。

地方交付税　３８億３，４００万円（２．２％増）
　国税のうち所得税、法人税、酒税、消費税および地方法人
税のそれぞれ一定割合を財源とし、地方公共団体が等しくそ
の行うべき事務を遂行することができるよう、一定の基準に
より国から地方公共団体に交付されるもので、普通交付税、
特別交付税（震災復興特別交付税を含む）があります。
　普通交付税は地方財政計画の増減率に加え、今年度からは
じまる合併算定替えの縮減により、前年度に比べ６，０００万円
の減額を見込み、前年度に比べ１．８％減の３２億８，０００万円、特
別交付税は過去の収入実績などを考慮して、前年度同額の２
億円を見込みました。また震災復興特別交付税は、東日本大
震災からの復旧・復興事業の地方負担分について、通常の特
別交付税とは別枠で交付されるもので、下水道事業特別会計
で計上した災害復旧事業費から算出し、前年度比２．２％増の
３億５，４００万円を見込みました。

市債　１７億１０万円（５．５％増）
　耐用年数が長期にわたる公共施設の建設事業を実施する
際の財源などとして、その年度の収入のほかに国や民間の金
融機関から資金を借り入れるもので、市の借金にあたります。
　後年度の元利償還金の７割が普通交付税で措置される合
併特例債を中心に、災害援護資金貸付金債に３５０万円、水道
事業出資債に８，１３０万円、農業生産基盤整備事業債に２，８９０
万円、市道整備事業債に６，８７０万円、市道安全対策事業債に
５，２２０万円、橋りょう長寿命化事業債に１，１２０万円、両宮排
水路整備事業債に１億６，２８０万円、まちづくり交付金事業
債に１億８，５３０万円、菅谷市毛線街路整備事業債に８，０００万
円、上宿大木内線街路整備事業債に１，８３０万円、消防救急無
線設備・指令センター共同化整備事業債に６，９１０万円、県防
災情報ネットワークシステム更新事業債に２，４５０万円、第
一中学校校舎耐震補強事業債に１，７８０万円、瓜連中学校校
舎耐震補強事業債に１億４０万円を見込みました。
　また、地方交付税の財源不足を補う臨時財政対策債（赤
字地方債）は、国の地方財政計画などを考慮し７億９，６１０万
円を見込みました。

　市の水道事業は、民間企業と同様に企業会計が導入され
ており、独立採算で運営しています。
　本年度は、主な建設改良事業として配水施設工事費に７
億３，１１８万９千円を予定しており、木崎浄水場更新事業に
よる配水池の新設をはじめ、配水管布設、老朽管更新、消
火栓設置などを行うとともに、施設の維持管理を強化して
安定給水に努めます。 （表３参照）

　特別会計は特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出に充て、一般会計から分離して別に収支経理を行う
会計です。
　前年度と比べ増加率が大きな会計としては、農業集落排水整備事業特別会計が、鴻巣地区ならびに酒出地区の整備およ
び戸崎地区、西木倉地区、門部地区、神崎額田地区、戸多北部地区、鴻巣地区の各処理場の維持管理に要する経費などの
増額を見込み、前年度比２５．２％増の１０億１，５００万円、上菅谷駅前地区土地区画整理事業特別会計は、工事請負費および補償
料などの減額を見込み、前年度比３３．０％減の１億２，４００万円となりました。 （表１参照）

特別会計

増減率
平成２６年度
予算額

平成２７年度
予算額

区分

０．９％１，１８７，７４０１，１９８，２０２収入
収益的収支

△５．１％１，１３６，６４０１，０７８，１５２支出

２５０．２％１１５，６５９４０５，０７７収入
資本的収支

１１０．３％４２１，９３５８８７，２９４支出

【表３】平成２７年度水道事業会計予算額 （単位：千円）
水道事業会計

国庫支出金　２３億７，６３４万３千円（１２．７％増）
　国と地方公共団体の経費区分に基づき、国から地方公共
団体に交付されるもので、負担金、委託金、特定の施設の
奨励または財政援助のための補助金があります。
　民生費国庫負担金では、障害福祉サービス給付事業負担
金に３億５，７１１万５千円、民間保育所児童運営費負担金に
２億９，７４９万円、児童手当関係負担金に５億９，０３２万円、生
活保護費負担金に３億４，９７２万５千円、総務費国庫補助金
では、社会保障・税番号制度システム整備費補助金に１，４３６
万７千円、民生費国庫補助金では、臨時福祉給付金支給事
業補助金に７，８００万円、子育て世帯臨時特例給付金支給事
業補助金に３，０００万円、衛生費国庫補助金では、合併処理浄
化槽設置整備事業補助金に９１４万４千円、土木費国庫補助
金では、道路安全対策や街路などを整備するため社会資本
整備総合交付金に３億３，２２９万円、教育費国庫補助金では、
瓜連中学校地震防災対策補助金に３，０９５万２千円などを見
込みました。

（表２、図１参照）

地方消費税交付金　７億７，２０４万１千円（３５．７％増）
　地方消費税交付金は、消費税の国分とあわせて地方分を
国が課税し、地方分の２分の１が都道府県に、残り２分の
１が人口と事業所従事者の割合で市町村に按分して交付さ
れるものです。
　平成２６年４月からの消費税増税による伸びを考慮し、前
年度比３５．７％増の７億７，２０４万１千円を見込みました。



２２

　一般会計の歳出のうち、扶助費については、障害福祉サービス給付事業の見込増や制度改正にともない医
療福祉扶助事業などが増になることに加え、国の子ども子育て支援新制度にともなう民間保育所等児童入所
事業の大幅増により、前年度に比べ１４．３％増額、普通建設事業費については、事業完了により安心安全対策

両宮排水路整備事業や木崎地区交流センター整備事業が皆減となる一方で、瓜連中学校校舎耐震補強事業の皆増や、両宮
排水路整備事業、下菅谷地区まちづくり事業の増などにより、前年度に比べ４．５％増額を見込んでいます。
　これらの結果、法令などによりその支出が義務づけられている義務的経費は、前年度から４．０％増加し、歳出全体に占め
る割合は５０．８％となりました。また、道路や学校の建設など社会資本の整備に要する経費である投資的経費についても、
前年度から４．５％増加し、歳出全体に占める割合は７．７％となりました。 （表４、図２参照）

歳出

１１５，３５８円高齢者や障がい者の福祉、子育て支援、生活保護などに民　 生　 費
４９，７４３円道路の整備、河川、公園および市営住宅の管理などに土　 木　 費
４０，６３４円全般的な管理事務などに総　 務　 費
３７，１１９円学校教育や生涯学習の充実、文化・スポーツの振興などに教　 育　 費
３０，６４７円市債の返済に公　 債　 費
２３，３４４円病気予防や健康増進、火葬場斎場の運営、ごみ処理などに衛　 生　 費
１８，７８８円消防、救急活動、災害対策などに消　 防　 費
１４，７２９円農林業の振興、生産基盤の整備などに農林水産業費
４，１７４円議会運営に議　 会　 費
３，０３０円商工業や観光の振興などに商　 工　 費
３５９円予備費などにそ　 の　 他

３３７，９２５円合　　　計

市民一人当たりの予算額 ※予算額を平成27年３月１日現在の人口55,752人で割って算出

増減率
平成２６年度
予算額

平成２７年度
予算額

区分

４．０％９，２０３，０５７９，５６７，１９５義務的経費
２．９％４，０３７，１２２４，１５４，８７４人件費
１４．３％３，２３９，２３１３，７０３，７２６扶助費
△１１．３％１，９２６，７０４１，７０８，５９５公債費
４．５％１，３９２，１４１１，４５５，２９８投資的経費
４．５％１，３９２，１３１１，４５５，２８８普通建設事業費
７３．３％４０８，８３９７０８，５７３補助事業費
△２４．１％９８３，２９２７４６，７１５単独事業費
０．０％１０１０災害復旧事業費
３．５％７，５５４，８０２７，８１７，５０７その他の経費
３．５％２，８８９，５３５２，９９１，７５３物件費
７．６％３３２，８２２３５８，１９９維持補修費
△１．６％１，８８２，８１２１，８５２，０４３補助費等
３．８％２，３９３，４９６２，４８５，３７７繰出金

１３１．８％５６，１３７１３０，１３５その他　※
３．８％１８，１５０，０００１８，８４０，０００合　計

【表４】平成２７年度一般会計歳出予算（性質別）

※積立金、投資及び出資金、貸付金、予備費

（単位：千円）【表５】平成２７年度一般会計歳出予算（目的別）

増減率
平成２６年度
予算額

平成２７年度
予算額

区分

４．０％２２３，７７３２３２，６９０議会費

△８．４％２，４７２，１２７２，２６５，４４３総務費

６．９％６，０１５，２５３６，４３１，４５６民生費

６．２％１，２２５，８７４１，３０１，４９４衛生費

６．７％７６９，３２２８２１，１４８農林水産業費

△１５．７％２００，４１８１６８，９３８商工費

９．０％２，５４４，３９５２，７７３，２７３土木費

３．８％１，００９，４８１１，０４７，４７７消防費

１８．８％１，７４２，６３７２，０６９，４７０教育費

０．０％１０１０災害復旧費

△１１．３％１，９２６，７０５１，７０８，５９６公債費

０．０％５５諸支出金

０．０％２０，０００２０，０００予備費

３．８％１８，１５０，０００１８，８４０，０００合　計

（単位：千円）

民生費（34.1％）

総務費（12.0％）
土木費（14.7％）

教育費（11.0％）

衛生費（6.9％）

公債費（9.1％）

消防費（5.6％）

農林水産業費（4.4％）

その他　　 　　（2.2％）
（議会費、商工費、予備費、
災害復旧費、諸支出金）

歳出予算
〈目的別〉

人件費（22.0％）

扶助費（19.7％）

物件費（15.9％）

繰出金（13.2％）

補助費等（9.8％）

その他　　 　　　 　（2.6％）
（維持補修費、貸付金、予備費、
投資及び出資金、積立金）

普通建設事業費（7.7％）

災害復旧事業費
（0.0％）

公債費（9.1％）

その
の

義
的

務

費
経

他

経
費

投資的投資的
経費経費
7.7％7.7％

投資的
経費
7.7％

歳出予算
〈性質別〉

【図３】【図２】

50.8％50.8％
41.5％41.5％
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（表５、図３参照）

公債費　１７億８５９万６千円（１１．３％減）
　過去に公共施設の建設事業を実施した際の財源などとし
て借り入れた市債を、返済するための費用です。
　起債償還元金に１４億９，２０３万６千円、起債償還利子に２
億１，６５５万９千円などを計上しました。

商工費　１億６，８９３万８千円（１５．７％減）
　商工業の振興やイベントなどの観光事業などに使われる
費用です。
　なかひまわりフェスティバル事業に１，２８３万８千円など
を計上しました。
　また、新たに、静峰ふるさと公園内の樹木再生を図るた
め、樹木剪定や土壌改良などを実施する静峰ふるさと公園
再生事業に７１７万６千円などを計上しました。

総務費　２２億６，５４４万３千円（８．４％減）
　市の全般的な管理事務などの経費で、市税などの徴収や
公有財産の維持管理、戸籍や住民基本台帳の管理、広報紙
の発行、選挙、統計調査などに使われる費用です。
　住民基本台帳や税務などの業務系システム管理事業に
８，６３４万２千円、自治会および地区まちづくり委員会の活
動を支援する市民自治組織支援事業に１億７８２万５千円な
どを計上しました。
　また、新たに、那珂市議会議員の平成２８年３月９日任期
満了にともなう那珂市議会議員一般選挙費に３，１４４万４千
円、５年ごとに国内に居住する人および世帯の実態に関す
る統計を作成する国勢調査費に１，７９９万６千円などを計上
しました。

消防費　１０億４，７４７万７千円（３．８％増）
　消防本部の職員人件費、消防本部庁舎の維持管理、消防
団の活動、消防施設の整備および維持管理、防災対策など
に使われる費用です。
　消防救急無線の広域化・共同化に係る共同整備を行う消
防救急無線設備・指令センター共同化整備事業に７，１３４万３
千円、消防団設置事業に３，３６５万円、大規模災害に備え、防
災物資・資機材などを備蓄する倉庫を整備する消防備蓄倉
庫整備事業に３，５０２万７千円などを計上しました。
　また、新たに、消防資機材運搬車を購入する常備消防車
両整備事業に５１１万円などを計上しました。

教育費　２０億６，９４７万円（１８．８％増）
　学校教育、社会教育などの教育関係の経費で、幼稚園や
小中学校の教育振興、文化・スポーツの振興などに使われ
る費用です。
　臨時調理員の賃金や燃料費、賄材料費、給食配送委託料
などの給食センター運営事業に２億９，４３４万９千円、第一
中学校校舎耐震補強事業に３，１３１万円などを計上しました。
　また、新たに、瓜連中学校校舎耐震補強事業に１億５，６５６
万６千円などを計上しました。

土木費　２７億７，３２７万３千円（９．０％増）
　道路の新設改良や維持補修、河川、公園および市営住宅
の維持管理、土地区画整理や市街地整備など、社会資本の
整備に使われる費用です。
　自動車、自転車および歩行者が安心して移動できる車道
や歩道の整備を行う道路改良舗装事業に２億１０９万６千円、
市道の維持補修を行い、危険防止を図る道路維持補修事業
に２億３，２７６万９千円などを計上しました。
　また、新たに、橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、橋
りょう修繕工事を行う橋りょう長寿命化修繕事業に２，０１２
万円、都市計画法に基づく基礎調査を行う都市計画基礎調
査事業に１，０００万円を計上しました。

農林水産業費　８億２，１１４万８千円（６．７％増）
　農業、林業および畜産業の振興対策、生産基盤の整備、
農道の維持管理、地籍調査などに使われる費用です。
　農業用施設の整備を行い、農業生産性の向上および農業
構造の改善を図る土地改良基盤整備事業に１億１３９万８千
円、木崎地区地籍調査事業に２，４５３万２千円などを計上し
ました。
　また、新たに、畑の利用状況に関して現状の把握をし、
今後の栽培品種選定および作付面積拡大の実現を図る畑作
営農促進事業に４６７万７千円、県農地中間管理機構と連携
し、農地集積・集約化の促進を図る農地中間管理事業に
２，２４９万２千円などを計上しました。

民生費　６４億３，１４５万６千円（６．９％増）
　市民に一定の水準の生活と安定した社会生活を保障する
ための経費で、高齢者や障がい者、乳幼児のための福祉や
生活保護などに使われる費用です。
　障がい者（児）が地域で生活できるようサービスの給付
を行う障害福祉サービス給付事業に８億５，７５０万９千円、
中学校修了前までの児童生徒を養育している保護者などに
対し児童手当を支給する児童手当支給事業に８億５，０２０万
円、要保育児童を民間施設（保育所・幼稚園・認定こども
園）に委託する民間保育所等児童入所事業に８億１，１２４万６
千円、生活に現に困窮している人に対し、生活扶助費、医
療扶助費および住宅扶助費などを支給する生活保護扶助費
に４億７，０３０万円などを計上しました。
　また、新たに、平成２７年度から認定こども園に移行する
ための施設改修事業に対し補助する認定こども園増改築費
補助事業に４，５００万円、生活困窮者に対する自立支援事業
の実施や住居確保給付金を支給する生活困窮者自立支援事
業に６５６万円などを計上しました。

衛生費　１３億１４９万４千円（６．２％増）
　市民が健康で衛生的な生活を送れるよう良好な環境を保
持するための経費で、各種検診や予防接種、公害対策、ご
みの収集処理などに使われる費用です。
　水痘・ヒブ・小児肺炎球菌などの予防接種事業に１億
２，８２９万７千円、一般家庭から排出されるごみの収集およ
び運搬を行う家庭系可燃ごみ収集事業に１億１０万８千円な
どを計上しました。
　また、新たに、地域防災拠点であるふれあいセンターよ
しのに太陽光発電システムによる蓄電池や街路灯を設置す
る再生可能エネルギー導入事業に１，７１７万２千円を計上し
ました。



２４

　我が国では平成２５年に高齢化率が２５％に達し、４人に１人が高齢者となっています。那珂市においても
６５歳以上の高齢者人口が増加しており、平成２６年４月には１４，９０３人、高齢化率は２６．７％となっています。
要介護認定者数も、介護保険制度が創設された平成１２年度の８７７人に対し、平成２６年９月には２，３０７人と２．６
倍になりました。このような中で、高齢者が可能な限り住み慣れた地域で安心して暮らし続けることがで
きるよう「地域包括ケアシステム」の実現に向けて取組を進めます。
　また、団塊の世代が７５歳以上となる平成３７年に向け、中長期的な視野に立って今後の介護保険給付（居
宅・施設・地域密着型サービスなど）の必要量を見込み、平成２７年度から平成２９年度までを計画期間とす
る「第６期介護保険事業計画」を策定しました。
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介護長寿課介護保険グループ
�２９８－１１１１(内線１３４・１３５）問い合わせ

　第６期計画（平成２７～２９年度）の介護保険サービ
ス総費用額は、約１３６．２億円で第５期計画（平成２４～
２６年度）に比べ約２０億円の増加を見込んでいます。

��������	
���������

　介護サービスの利用では費用の１割が自己負担と
なり、残りの９割が保険から給付されます。保険給
付額の半分は「介護保険料」（６５歳以上のかた：第１
号被保険者２２％、４０歳～６４歳のかた：第２号被保険
者２８％）で賄い、残りの半分は、国（２５％）、県
（１２．５％）、市（１２．５％）の公費（税金）で負担しま
す。
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績
実
画
計
期
５
第

み
込
見
画
計
期
６
第

140 億円

120 億円

100 億円

80 億円

60 億円

40 億円

20 億円

額
用
費
総

額
付
給

　平成２７年４月１日以降、指定介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム）に新たに入所するかたにつ
いては、原則要介護３以上に限定となります。
※要介護１または２のかたであっても、やむを得な
い事情により特別養護老人ホーム以外での生活が
著しく困難であると認められる場合には、特例的
に入所が認められます
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第１号第１号
被保険者被保険者
22%22%

第２号
被保険者
28%市

12.5%

県
12.5%

国国
25%25%
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　人口構成比により、第１号被保険者の費用負
担割合が、第５期計画の２１％から２２％に変更と
なりました。
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平成２７年８月以降に実施される制度改正につい
ては、広報なか7月号でお知らせします。



広報なか４月号２５

　第１号被保険者の保険料は、平成２７～２９年度の
介護保険総給付費のうち、第１号被保険者が負担
することとなる給付費（給付費全体の２２％）を第
１号被保険者の人数で割ることによって算定しま
す。
　第６期計画の介護保険料は、これまでの給付実
績の伸びや今後の介護保険施設の整備状況、介護
報酬改定などを踏まえ算定しています。また、市
の介護給付費等準備基金から１億円を取り崩し、
保険料上昇の抑制を図りました。その結果、平成
２７～２９年度の第１号被保険者の保険料基準月額
は、５，２８０円となりました。これは、第５期計画期
間の保険料基準月額４，９４０円と比較して、３４０円の
増額となります。
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　介護保険料については、国の基準に合わせた段
階設定とし、所得に応じたきめ細かな設定を行う
ため、現行の７段階から２段階増やし９段階とし
ます。　
　市では、今後とも介護保険制度の安定的かつ円
滑な運営と質の高い介護サービスの提供に努めま
す。

平成２４～２６年度
所得
段階 年額

（月額）
対象者

２７，８４０円
（２，３２０円）

生活保護を受給するかた、また
は住民税非課税世帯で老齢福祉
年金を受給するかた

１

２７，８４０円
（２，３２０円）

世帯全員が住民税非課税で、前
年の合計所得金額と課税年金収
入額の合計が８０万円以下のかた

２

４３，８００円
（３，６５０円）

世帯全員が住民税非課税で、第
１・２段階に該当しないかた３

５６，２８０円
（４，６９０円）

第４段階のうち前年の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が
８０万円以下のかた

４
特例

５９，２８０円
（４，９４０円）

住民税課税世帯で、本人が住民
税非課税のかた

４
基準額

７３，４４０円
（６，１２０円）

本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が１２５万円未満のかた５

８４，７２０円
（７，０６０円）

本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が１２５万円以上１９０万
円未満のかた

６

９９，０００円
（８，２５０円）

本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が１９０万円以上のか
た

７

新保険料
平成２７～２９年度所得

段階 年額
（月額）

対象者

３１，６８０円
（２，６４０円）

生活保護を受給するかた、また
は住民税非課税世帯で老齢福祉
年金を受給するかた

１
世帯全員が住民税非課税で、前年
の合計所得金額と課税年金収入額
の合計が８０万円以下のかた

４７，５２０円
（３，９６０円）

世帯全員が住民税非課税で、前
年の合計所得金額と課税年金収
入額の合計が８０万円を超えて
１２０万円以下のかた

２

４７，５２０円
（３，９６０円）

世帯全員が住民税非課税で、第
１・２段階に該当しないかた

３

５７，０００円
（４，７５０円）

第５段階のうち前年の合計所得
金額と課税年金収入額の合計が
８０万円以下のかた

４

６３，３６０円
（５，２８０円）

住民税課税世帯で、本人が住民
税非課税のかた

５
基準額

７６，０８０円
（６，３４０円）

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が１２０万円未満のかた

６

８２，４４０円
（６，８７０円）

本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が１２０万円以上１９０万
円未満のかた

７

９５，０４０円
（７，９２０円）

本人が住民税課税で、前年の合
計所得金額が１９０万円以上２９０万
円未満のかた

８

１０７，７６０円
（８，９８０円）

本人が住民税課税で、前年の合計
所得金額が２９０万円以上のかた

９



２６

わがまちの環境を考えるわがまちの環境を考える
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　地産地消とは、国内の地域で生産された農林水産物（食用に供
されるものに限る）を、その生産された地域内において消費する
取組で、食料自給率の向上に加え、直売所や加工の取組などを通
じて、６次産業化にもつながるものと定義されています（農林水
産省ホームページより）。農林水産省では、地産地消の具体的な
取組として、次の４つのことをあげています。
　①直売所での地場農産物の直接販売
　②地場農産物を活用した加工品の開発
　③学校給食や社員食堂での地場農産物の利用
　④地域の消費者との交流・農業体験活動
　地産地消のメリットとして、生産者としては、たとえ特産品が
なくとも、少数多品種生産が可能になり、一定の現金収入をもた
らし、地元の農畜産家が元気になります。その結果、農地などの
保全にも繋がり、６次産業化が進めば、地域はさらに活性化する
ことになります。

������������

　農業や畜産業などは、第１次産業に分
類され、農畜産物の生産を行うものとさ
れています。
　６次産業化とは、農畜産物などの生産
だけでなく、食品加工（第２次産業）、流
通・販売など（第３次産業）にも生産者
が主体的かつ総合的に関わることによ
り、今まで第２次・第３次産業の事業者
が得ていた加工費や流通マージンなどの
付加価値を、生産者自身が得ることに
よって農業を活性化させようとするもの
です。このような経営の多角化は、地域
の活性化にも繋がることが期待されてい
ます。
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　フード・マイレージは、食料の総重量と輸送
距離を乗じて数値化したものです。フード・マ
イレージの考え方は、１９９４年に英国の消費者運
動家であるティム・ラング氏が提唱した「フー
ド・マイルズ」に基づいています。
　フード・マイルズは、生産地から食卓までの
距離が短い食べ物を食べることにより、輸送に
ともなって発生する二酸化炭素（��２）などの
温室効果ガスの排出量を少なくして、環境への
負荷を小さくしようとするもので、地産地消に
通じる部分があります。
　フード・マイレージの算出方法は、輸入相手国（輸出国）別の食料輸入量（�）に、輸出国から輸入国までの輸送
距離（㎞）を乗じたものがフード・マイレージ（�・㎞：トンキロメートル）となります。フード・マイレージが高
い国ほど、食料の輸入などにかかる環境負荷が大きいと言えます。２００４年の輸入食料に関する国別のフード・マイ
レージを見ると、アメリカが約３０００億�・㎞、韓国でも約３２００億�・㎞ であるのに対して、日本は約９０００億�・㎞ と

他国と比べて格段に高くなっています。
　日本の食糧品輸入品目別の割合（左図）を見ると、穀物
（飼料穀物を含む）が約５１％、油糧種子が約２１％と、この
２品目で約７割を占めています。油糧種子というのは、油
を搾る目的で生産される作物のことで、ゴマ、大豆、菜種、
ピーナッツ、ヒマワリ、トウモロコシ、オリーブなどがあ
げられます。日本はこの穀物と油糧種子の大半をアメリ
カ・カナダ・オーストラリアなどの遠方国から海上輸送を
主な手段として輸入しており、フード・マイレージが高く
なる要因となっています。

穀物 
51％ 

油糧種子 
21％ 

肉、魚類　7％

野菜、果実　4％

コーヒー、茶、砂糖　3％

飲料、酒　2％
その他 
12％ 



広報なか４月号２７

わがまちの環境を考える環境課環境グループ　
�２９８－１１１１（内線４４７～４４９）問い合わせ
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　ケーススタディとして、産地別の小松菜で、フード・マイレージと二酸
化炭素排出量を計算してみましょう。①那珂市②埼玉県上尾市③中国山東
省安丘市から小松菜１㎏を輸送する場合で比較してみます。

輸送手段輸送距離産地

トラック３㎞①那珂市

トラック１４０㎞②埼玉県上尾市

トラック６００㎞、コンテナ船１８００㎞２４００㎞③中国山東省安丘市

　フード・マイレージは、輸送量に輸送距離を掛けた値です。今回は輸送量が１�㎏ なので、那珂市産の小松菜の
フード・マイレージは、１㎏�３㎞＝３㎏・㎞です。同様に、埼玉県産は１４０㎏・㎞、中国産は２４００㎏・㎞となり
ます。
　次に二酸化炭素排出量を計算します。二酸化炭素排出量は、�������	
 ����������������

����������������をフード・マイレージの値に掛けることで求めることができます。那珂市産の小松
菜では二酸化炭素排出量は、３㎏・㎞�０．１８／㎏・㎞＝０．５４����２、同様に埼玉県上尾市産は２５．２����２、中国山東
省安丘市産は１４４����２となります。すなわち、那珂市産の小松菜と比較すると、埼玉県上尾市産だと約２８倍、中国
山東省産だと約１６０倍の二酸化炭素を排出することになります。二酸化炭素排出係数は、自動車か、船舶かといった
輸送手段によっても異なりますので、その点にも留意する必要があります。

　普段食べているご飯と食パンのフード・マイレージと、排出される二酸化炭素量を求めて
比較してみましょう。ご飯（米）は茶碗１杯（１００�）とし、産地は那珂市で、輸送距離は３
��、輸送手段はトラックとします。一方、食パン（小麦）は２枚（８０�）、産地はアメリカ、
輸送距離は１万８０００��、輸送手段はコンテナ船とトラックとします。（うち輸送距離はコン
テナ船で１万６０００��、トラックで２０００��）
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※答えはページ下です

　地産地消のメリットは、消費者としては、新鮮な食材を入手できることや栄養価が高くおいしい旬の食材を入手
できることがあります。また、生産者の顔が見えるので、｢食の安全｣を保つことができます。これにより、「食」に
関する知識と選択する力を習得し、健全な食生活を実践することができます。
　さらに、地産地消により国内で自給できる農畜産物の消費が増え、食料自給率の向上につながります。また、海
外輸入に依存している飼料穀物や大豆などの消費量が減ります。
　地産地消、さらに６次産業化は、「外へ流出していた物流費が地元の農畜産家の収入に代わる」効果のある経済政
策なのです。
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１００�＝０．１㎏
０．１（㎏）�３（㎞）＝０．３（㎏・㎞）
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０．３（㎏・㎞）�０．１８（排出係数・トラック）
＝０．０５４（����２）
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１４４０（㎏・㎞）��１６０００（㎞）�０．０２（排出係数・コンテナ船）　　　　　　��１８０００（㎞）
＝２５．６����２
１４４０（㎏・㎞）�����２０００（㎞）�０．１８（排出係数・トラック）　　　　　　��１８０００（㎞）
＝２８．８����２
　２５．６（����２）＋２８．８（����２）＝５４．４（����２）

８０�＝０．０８㎏
０．０８（㎏）�１８０００（㎞）＝１４４０（㎏・㎞）
��������	
���
���



２８
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　マイナンバー制度とは、複数の機関に存在する同一個人の情報をよりスムーズに確認するための
社会基盤で、社会保障・税制度の効率性・透明性を高めるとともに、利便性の高い社会を実現する
ための制度です。今月から６回にわたり、制度についてお知らせしていきます。
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政策企画課情報政策室
�２９８－１１１１(内線４３６～４３８）問い合わせ
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　添付書類の削減など行政手続が簡素化される
ほか、行政機関が持っている自分の情報を確認
したり、一人ひとりに合った行政機関などから
のお知らせが受け取れます。
��������	
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　所得や他の行政サービスの受給状況が把握し
やすくなるため、給付や負担の不正などを防ぐ
だけではなく、きめ細やかな支援を行うことが
できます。
�������

　行政機関や地方公共団体などで、さまざまな
情報の照合、転記、入力などに要している時間
や労力が削減されます。
　複数の業務の間での連携が進み、作業の重複
などの無駄が削減されます。
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　平成２７年１０月より、住民票を有する全てのかたに、ひ
とり１つの番号（１２桁）が記載されている「通知カード」
�� ��が、住民票の住所に通知されます。（法人にも付
番されます（１３桁））
※住民票の住所と異なるところにお住まいのかたは、注
　意してください
�������	
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　平成２８年１月以降、「個人番号（マイナンバー）カー
ド」����は、顔写真と、通知カードとともに送付され
る申請書を郵送することにより、市役所の窓口で交付を
受けることができます。また、スマートフォンで写真を
撮り、オンラインで申請をすることもできます。
※個人番号カードの取得は任意です
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広報なか４月号２９

★『おまめごとの島』／中澤日菜子 著（講談社）
　東京から小豆島へやってきた30代イケメン・秋彦。恋も
結婚も諦めたアラフォー女性・言問子と、家庭から逃げた
いアラサー主婦・真奈美の間で、彼を巡りイザコザ発生。
島の人々を巻き込んで、彼の内面が明らかになっていく
…。（出典：��������）

【一般書】
『労働時間制度改革』／大内伸哉��著
『子どもたちにしあわせを運ぶチョコ
レート。』／白木朋子�著
『脳がつくる３Ｄ世界』／藤田一郎��著
『女たちの審判』／紺野仲右ヱ門�著
『十二月八日の幻影』／直原冬明��著
『サンティアゴの東　渋谷の西』／
　　　　　　　　　　　瀧羽麻子��著
【児童書】
『原発事故で、生きものたちに何がお
こったか。』／永幡嘉之��写真・文
『ドラゴン王さまになる』／
茂市久美子��作・とよたかずひこ��絵
『ドン・キホーテ』／
セルバンテス��原作・石崎洋司��文
『ヘンテコはみがきこ』／
みやにしたつや　作・絵
『ひみつひみつのひなまつり』／
　　　　　　　　　　　鈴木真実��作

������

土金木水火月日
２１
９８７６５４３
１６１５１４１３１２１１１０
２３２２２１２０１９１８１７
３０２９２８２７２６２５２４

３１

��������

��
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★『いちねんせいになったから！』／
田中六大 絵・くすのきしげのり 作（講談社）

　今日は入学式。「どうしたら、ともだちひゃくにんでき
るかな」と考えたりゅうたろう。自己紹介をしたら…カー
ドを配ったら…。でもきびしい先生だったらどうしよう？
１年生の期待と不安を描いた絵本。見返しにイラストあ
り。（出典：��������）

３日・１７日
　午後２時～
２１日
　午前１０時３０分～
２２日
　午後３時～

　おはなし会

休館日

�������� �������� 消防本部　�２９５－２１１１問い合わせ

�������	
�

������������	�

（財）日本火災報知機工業会
�０１２０－５６５－９１１
　　（フリーダイヤル）
時間：月～金曜日
　　　午前９時～午後５時
　　　（正午～午後１時を除く）

◆定期的に作動確認をし、
　　　　音を聞きましょう！

　住宅火災による死者を減らすため、平成２３年６月１日か
らすべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務づけられ
ましたが、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、
火災を感知しなくなることがあるため、とても危険です。
　１０年を目安に交換しましょう。

��������	
��
������������

◆新しい住宅用火災警報器に交換したら！
　本体の側面などに、油性ペンで「設置年月」を記入しま
しょう。また、取扱説明書は大切に保管してください。
　�������	
��
����

�������	
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　住宅用火災警報器を設置したときに記入した
「設置年月」、または、本体に記載されている「製
造年」を確認してください。



３０

　当団は、地域の児童たちに剣道を通してス
ポーツに親しみ、心身を鍛練し「努力」「忍耐」
「協力」の大切さを学んでほしいとの願いか
ら、昭和５６年、当時の横堀小学校長のご指導
のもと、ＰＴＡ役員、地域のかたがたのご尽
力により発足しました。最近では、少子化に
より少年剣士が減少傾向にあり、毎年の入団
希望者も減少してきています。そのため、剣
道の底辺拡大を図るためにも和気あいあいと楽しくできる剣道を勧め、入団へと導いていま
す。稽古内容は準備体操から始まり、基本動作、面打ち台への打突、その後防具を着けて切
り返し、�基本打ち、�掛かり稽古、�互角稽古、切り返しで終わります。稽古だけでなく、県
内外で行われる大会などに積極的に参加し、日ごろの稽古の成果を発揮しています。
　また、団内で様々なイベントを企画し、中でも卒団式では剣道の親子対決もあり、家族の
絆づくりに一役かっています。

「『剣は心なり』 心正しからざれば剣また正しから
ず剣を学ばんと欲すればまず心より学ぶべし」を
モットーとし、稽古終了後には全員で次の『心得』
を唱和しています。
○心身を鍛えて立派な日本人になりましょう
○上長を敬い幼少をいたわり礼儀正しくしましょう
○剛健な気風と不屈の精神を養いましょう
○規律ある行動と積極的態度を育てましょう

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
（
那
珂
総
合
公
園
ス
ポ
ー
ツ
推
進
室
内
）

�
２
９
７
・
０
０
７
７

問　

い

合
わ
せ

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
紹

那
珂
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
紹
介介

◆
地
域
で
楽
し
く
ス
ポ
ー
ツ
し
よ
う
！
那
珂
市
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活
動
を

　

紹
介
し
ま
す

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
選
挙
に
つ
い
て
抱
い
て
い
る
疑
問

や
、
知
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
お
答
え
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
い
ろ
い
ろ

那
珂
市
選
挙
管
理
委
員
会

�
２
９
８
・
１
１
１
１

（
内
線
５
１
４
・
５
１
５
）

問
い
合
わ
せ

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�　

選
挙
の
開
票
結
果
で
候
補
者
別
得
票
数
の
中
に
小
数
点
以
下
の
数
字
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
按
分
と
い
う
仕
組
み
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で

す
。
按
分
と
は
、
候
補
者
の
中
に
同
一
の
氏
名
、
氏
ま
た
は
名
の
候
補
者
が
２
人
以
上

い
る
場
合
で
、
投
票
用
紙
に
そ
の
氏
名
、
氏
ま
た
は
名
の
み
を
記
載
し
た
投
票
（
按
分

票
）
が
あ
っ
た
と
き
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
の
得
票
数
の
割
合
に
応
じ
て
分
け

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
得
票
数
に
小
数
点
以
下
の
端
数
が
つ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。　

　

按
分
票
の
計
算
は
次
の
よ
う
に
し
て
行
い
ま
す
。

�
�������

（１）候補者に「那珂太郎」、「那珂次郎」、「茨城太郎」がおり、
　　　それぞれの得票数が１０００票、５００票、３００票であった。
（２）「那珂」と記載された投票用紙が５０票あり、また「太郎」
　　　と記載された投票用紙が３０票あった。
　このような場合は、次の計算式により計算し、関係する候補
者に按分されます。
�������	
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���������
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������ ���������

（ただし、小数点４位以下の端数は四捨五入しないで切り捨て
ますが、得票差の僅少の場合は切り捨てないで分数で表します）

50 票（那珂と記載のあった票）× 1000 票 ＝ 33.333票1000 票＋ 500 票
30 票（太郎と記載のあった票）× 1000 票 ＝ 23.076票1000 票＋ 300 票

50 票（那珂と記載のあった票）× 500 票 ＝ 16.666票500 票＋ 1000 票

30 票（太郎と記載のあった票）× 300 票 ＝ 6.923票300 票＋ 1000 票



広報なか４月号３１

　

那
珂
市
職
員
の
人
事
異
動
（
課
長
級
以

上
）
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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�
�
�
�
�
	

�
�


�
�
�

�
��室

長
（
事
務
局
長
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綿
引
智
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■
秘
書
広
聴
課　

課
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川
田
俊
昭

■
政
策
企
画
課　

次
長
兼
課
長　

篠
原
英
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■
税
務
課　

参
事
兼
課
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平
野
美
良

■
収
納
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小
橋
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司

■
瓜
連
支
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参
事
兼
支
所
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吽
野
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部
長　

車
田
豊

■
市
民
協
働
課　

次
長
兼
課
長　

石
川
透

■
市
民
課　
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長　

関
郁
夫

■
環
境
課　
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長　

箕
川
一
男

■
防
災
課　

危
機
管
理
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課
長　

引
田
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治
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�

部
長
（
福
祉
事
務
所
長
）　

大
部
公
男　

■
社
会
福
祉
課　

次
長
兼
課
長　

内
山
克
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護
長
寿
課　

課
長　

大
森
信
之
／
副

参
事
兼
課
長
補
佐
（
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井
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保
険
課　
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大
沼
善
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部
長　

佐
々
木
恒
行　

■
農
政
課　

次
長
兼
課
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田
甲
一

■
商
工
観
光
課　
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中
庭
康
史
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部
長　

冨
田
慶
治　

■
土
木
課　
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長
兼
課
長　

小
泉
正
之
／
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参
事　

江
口
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／
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事
兼
用
地

室
長　

青
山
泰
士　
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都
市
計
画
課　
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植
田
孝
二　
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建
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玉
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利
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石
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下
水
道
課　

次
長
兼
課
長　

石
井
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課
長　
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長　
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子
正
行　
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総
務
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長
兼
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長　

寺
門
忠

■
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防
課　
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海
野
幹
雄　

■
予
防
課　

課
長　

飛
田
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信
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令
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室
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寺
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博
文　
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森
大
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小
玉
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井
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室
里
花
／
寺
門
魅
咲
／
稲
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八
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真
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小
野
匡
史
／
樫
村
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隆
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平
塚
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子
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中
庭
美
幸
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木
内
周
平
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川
井
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日
付
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秋
山
悦
男
（
市
民
生
活
部
長
）
／
萩
野
谷

康
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保
健
福
祉
部
長
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福
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事
務
所
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助
川
保
彦
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岡
崎
隆
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建
設
部
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／
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村
悦
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下
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／
城
宝
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保
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議
会
事
務
局
長
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／
豊
島
克
美
（
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長
）
／
平
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夫
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画
部
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長
兼
政
策
企
画
課
長
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／
中

山
悦
男
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民
生
活
部
次
長
兼
市
民
協
働

課
長
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／
加
藤
和
民
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市
民
生
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部
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事

兼
市
民
課
長
）
／
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原
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彰
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保
健
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事
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／
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久
津
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樹
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兼
生
涯
学
習
課
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／
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兼
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／
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邦
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兼
瓜
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／
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長
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／
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　市内の小中学校、幼稚園、都市公園、保育所（園）、体育施設などで放射線量を測定しています。また、市ホーム
ページにも掲載しています。

【日常生活で少しでも放射線を少なくできる方法】
○校庭・園庭などの屋外での活動後には、手や顔を洗い、うがいをする。

○土や砂を口に入れないように注意し、口に入った場合には、うがいをする。

○登校・登園時、帰宅時に靴の泥をできるだけ落とす。

○土ぼこりや砂ぼこりが多いときは、窓を閉める。

○測定値の単位は、すべて、マイクロシーベルト／時間です。

○小中学校、幼稚園、保育所（園）は地表面から５０㎝の高さでの測定値で、公共施設は地表面から１ｍの高さでの測定値です。

○測定結果は、すべて国の除染などの基準を下回っています。

○その他の高さの測定値は市ホームページでご覧ください。

那珂市役所　　�２９８‐１１１１
学校教育課 内線８２７４
健康推進課 内線５３１
生涯学習課 内線８２８２
市民協働課 内線２６３
都市計画課 内線３５５
商工観光課 内線２４５
こども課  内線２５２
水道課  内線８３６５
那珂聖苑　　　�３５２‐００７３

問

　２月１５日から３月１４日までの期間、市内各浄水場（後台、木崎、瓜連）および芳野配水場の水道水の放射性物
質（放射性ヨウ素および放射性セシウム）の測定結果は、いずれも不検出となっています。
　各浄水場および芳野配水場の測定は週１回行っています。詳細は、市ホームページに掲載しています。
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○小中学校、幼稚園

測定日測定値担当課および測定場所

３月１１日０．０７３本米崎小学校

学校教育課

３月１０日０．０６５横堀小学校

３月９日０．０６０額田小学校

３月１０日０．０７２菅谷小学校

３月１０日０．０７３菅谷東小学校

３月１１日０．０７６菅谷西小学校

３月９日０．０６６五台小学校

３月１０日０．０７５芳野小学校

３月１０日０．０５８木崎小学校

３月１１日０．０８０瓜連小学校

３月１０日０．０５６横堀幼稚園

３月１１日０．０７１額田幼稚園

３月１０日０．０７０菅谷幼稚園

３月１２日０．０８５菅谷西幼稚園

３月１１日０．０７２五台幼稚園

３月１２日０．０６８芳野幼稚園

３月１０日０．０７２那珂第一中学校

３月１０日０．０６９那珂第二中学校

３月９日０．０７７那珂第三中学校

３月１１日０．０４４那珂第四中学校

３月９日０．０６５瓜連中学校

３月６日０．０８０茨城学園

３月１０日０．０５４ナザレ幼稚園

３月１８日０．０７９さいせい幼稚園

３月１０日０．０８０大成学園幼稚園

○公共施設

測定日測定値担当課および測定場所

３月５日０．０９１保健センター（ひだまり）健康推進課

３月４日０．０８１中央公民館

生涯学習課

３月４日０．０７８図書館

３月３日０．０８７那珂総合公園

３月３日０．０８１歴史民俗資料館

３月３日０．０９１ふれあいの杜公園

３月１１日０．０８５ふれあいセンターよこぼり

市民協働課

３月１１日０．０９０ふれあいセンターごだい

３月１１日０．０８３ふれあいセンターよしの

３月１１日０．０８３総合センターらぽーる

３月１０日０．０６６戸多地区交流センター

３月２日０．０９５那珂聖苑那珂聖苑

３月１２日０．０７９中谷原公園
都市計画課

３月１２日０．０７７宮の池公園

３月１１日０．０８１一の関ため池親水公園
商工観光課

３月１１日０．０７８静峰ふるさと公園

○保育所、保育園など

測定日測定値担当課および測定場所

３月９日０．０６３菅谷保育所

こども課

３月６日０．０６１額田保育所

３月３日０．０７４ゆたか保育園

３月３日０．０６２かしま台保育園

３月３日０．０７７ごだい保育園

３月２日０．０７２瓜連保育園

３月６日０．０７２子育て支援センター



広報なか４月号３３

　

３
月　

日
、額
田
南
郷
の
阿
弥

１５

陀
寺
で
、那
珂
歴
史
同
好
会
主
催

の「
那
珂
市
市
制
施
行　

周
年
記

１０

念
協
賛
事
業 
平
成　

年
度
第
４

２６

回
市
民
公
開
講
座
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

第
１
部
は
茨
城
県
立
歴
史
館
の

首
席
研
究
員
の
笹
目
礼
子
さ
ん

（
写
真
）
に
よ
る
「
水
戸
藩
士
の

妻　

中
島
歌
子
」
に
つ
い
て
の
講

演
が
あ
り
、
第
２
部
で
は
、那
珂

ふ
る
さ
と
大
使
の
長
須 
与 とも 
佳 
さ
ん

か

が
中
島
歌
子
の
思
い
を
描
い
た
琵

琶
歌
を
再
現
し
、演
奏
し
ま
し
た
。

歴
史
同
好
会
市
民
公
開
講
座

第�

回
那
珂
市
教
育
振
興
大
会

��

　

２
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

２５

ぽ
ー
る
で
、
第　

回
那
珂
市
教
育

１１

振
興
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
半
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
な

ど
の
分
野
で
活
躍
さ
れ
た
皆
さ
ん

や
善
い
行
い
を
し
た
児
童
生
徒
の

表
彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
に
続
い

て
、
菅
谷
西
小
、
瓜
連
小
の
先
生

に
よ
る
研
究
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
後
半
は
、
筑
波
大
学
の
樋
口

直
宏
教
授
と
つ
く
ば
市
教
育
委
員

会
の
大
塚
隆
幸
先
生
を
講
師
に
迎

え
「
平
成　

年
度
か
ら
の
小
中
一

２７

貫
教
育
に
向
け
て
」
と
題
し
た
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

茨
城
県
稲
作
共
進
会
で
表
彰

　

２
月　

日
に
開
催
さ
れ
た
第　

１９

５８

回
茨
城
県
稲
作
共
進
会
に
お
い

て
、 

澤
琢
磨
さ
ん（
門
部
）が
奨

励
賞
を
受
賞
し
２
月　

日
、
海
野

２４

市
長
に
受
賞
の
報
告
に
訪
れ
ま
し

た
。

　

審
査
は
、
作
付
面
積
・
省
力
化
・

低
コ
ス
ト
技
術
へ
の
取
組
、
安
全
・

安
心
へ
の
取
組
、
高
品
質
米
生
産
へ

の
取
組
、
品
質
の
評
価
な
ど
の
項

目
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
 

澤
さ
ん
は
、
今
後
も
い
い
お

米
を
作
っ
て
、
皆
さ
ん
に
食
べ
て
も

ら
い
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
熱
い
戦
い

　

３
月
１
日
に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
よ
こ
ぼ
り
フ
ッ
ト
サ
ル
場
で

那
珂
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の

「
那
珂
市
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

午
後
か
ら
冷
た
い
雨
が
降
り
始

め
る
あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た

が
、　

代
か
ら　

代
ま
で
の
選
手

１０

６０

た
ち
は
、
楽
し
み
な
が
ら
も
熱
い

真
剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

中
で
も
決
勝
戦
は
緊
張
感
の
あ
る

試
合
と
な
り
、
結
果
は
木
崎
レ

ジ
ェ
ン
ド
が
２
対
０
でAggressor

を
下
し
優
勝
し
ま
し
た
。



３４

　

３
月　

日
、
常
陸
太
田
市
西
山

２２

研
修
所
で
額
田
第
一
自
治
会
の
三

世
代
交
流
事
業
「
わ
い
わ
い
や
ろ

う
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

暖
か
な
天
気
の
中
、
小
学
生
か

ら
お
年
寄
り
ま
で　

人
が
参
加
し

４２

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
汗
を
流
し
ま
し

た
。
昼
食
に
は
子
ど
も
た
ち
が
ピ

ザ
を
作
り
、
大
人
た
ち
は
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
と
豚
汁
を
用
意
し
、
出
来

た
て
の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
午
後
は
切
り
絵
や
竹
細
工
の

体
験
、
最
後
に
全
員
で
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
を
行
い
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

わ
い
わ
い
三
世
代
交
流

甲
子
園
ポ
ス
タ
�
コ
ン
ク
�
ル
入
賞

品
が
茨
城
県
内
で
は
唯
一
の
受
賞

と
な
る
シ
ル
バ
ー
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

綿
引
さ
ん
は
高
校
入
学
を
機
に

絵
を
描
き
始
め
、
こ
の
作
品
は
ア

ク
リ
ル
絵
の
具
を
使
い
、　

日
ほ

１０

ど
で
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
中
学
時

代
は
サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
て
い

た
経
験
か
ら
、
「
自
分
も
試
合
で

勝
っ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
の

で
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
は
勝
利
の
瞬

間
の
う
れ
し
い
気
持
ち
を
表
現
し

た
か
っ
た
」
と
作
品
に
対
す
る
思

い
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

健
康
の
秘
訣
を
楽
し
く
学
ぶ

　

３
月　

日
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー

１２

保
健
師
が
、
中
台
津
田
偕
楽
会
の

皆
さ
ん
と
健
康
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。
保
健
師
に
よ
る
血
圧
の
測

り
方
や
肺
炎
球
菌
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
お
話
の
ほ
か
、
よ
し

の
薬
局
の
根
本
薬
剤
師
を
お
招
き

し
て
薬
の
飲
み
方
や
「
お
く
す
り

手
帳
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
終
始
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
、
楽
し
く
健
康

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
フ
ォ
�
ラ
ム

　

３
月　

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
ら

１４

ぽ
ー
る
で
、「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

前
半
は
、
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン

グ
全
国
５
位
の
守
谷
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
長
の�
木
保
氏
を
講

師
に
迎
え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
な
地
域
の
つ
な
が
り
や
絆

に
つ
い
て
の
基
調
講
演
を
行
い
、

後
半
は
、
那
珂
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

と
戸
多
地
区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会

が
そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権

大
会
の
ポ
ス
タ
ー
原
画
を
全
国
の

高
校
生
か
ら
募
集
し
た
「
高
校
野

球
ポ
ス
タ
ー
甲
子
園
」
に
お
い

て
、
水
戸
啓
明
高
校
２
年
の
綿
引

海
渡
さ
ん
（
瓜
連
中
出
身
）
の
作



広報なか４月号３５

　

３
月
１
日
に
、
下
江
戸
自
治
会

の
皆
さ
ん
が
、
自
治
会
区
域
内
の

道
路
沿
い
の
除
草
作
業
お
よ
び
枝

打
ち
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
勢　

人
の
皆
さ
ん
が
市
内
一

６８

斉
清
掃
後
に
、
２
か
所
に
分
か
れ

て
約
３
時
間
作
業
を
行
い
、
終
了

後
は
、
伸
び
放
題
だ
っ
た
枝
が
刈

り
取
ら
れ
、
周
辺
住
民
の
か
た
が

た
に
と
っ
て
安
全
で
通
行
し
や
す

い
道
路
に
な
り
ま
し
た
。
同
自
治

会
で
は
、
今
後
も
協
力
し
合
い
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

自
分
た
ち
の
手
で
地
域
を
住
み
や
す
く

救
急
救
命
講
習
会

　

２
月　

日
、
飯
田
女
性
防
火
ク

２２

ラ
ブ
主
催
の
救
急
救
命
講
習
会
が

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
し
の
で
行

わ
れ
、
飯
田
自
治
会
か
ら
約　

人
４０

が
参
加
し
ま
し
た
。
西
消
防
署
職

員
２
人
が
講
師
と
な
り
、
心
肺
停

止
状
態
の
人
に
対
し
て
の
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
人
工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
取
扱
い
な
ど
の
内
容
で
、
全

員
が
実
際
に
救
助
訓
練
を
体
験
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
に
は
か
な
り
の
体
力
を
要

す
る
こ
と
が
改
め
て
分
か
り
、
真

剣
に
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

�
新
那
珂
八
景
�
写
生
コ
ン
テ
ス
ト

伸
英
（
芳
野
小
６
年
）、
寺
門
絢
菜

（
瓜
連
小
６
年
）

��
�
�
�
�
�
	


�
�
�


�

宮�
梓
紗
（
額
田
小
６
年
）、
樋
田

優
衣
（
菅
谷
小
５
年
）、
鈴
木
新
成

（
芳
野
小
６
年
）

��
�
�
�
�
�
�
�

内
藤
希
海
（
横
堀
小
６
年
）、
緑
川

彩
乃
（
菅
谷
小
５
年
）、
植
田
純
平

（
菅
谷
東
小
６
年
）、
渡
辺
杏
奈

（
同
）、
花
和
日
向
葵
（
芳
野
小
６

年
）、�
畑
誠
（
木
崎
小
６
年
）、

仲
田
剛
（
同
）、
勝
村
琳
（
瓜
連
小

５
年
）

地
域
ぐ
る
み
で
農
村
環
境
保
全
活
動

　

２
月　

日
に
茨
城
県
庁
で
開
催

１７

さ
れ
た
「
農
業
農
村
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
１
４
」
に
お
い
て
、
門
部
鹿
島

圷
環
境
保
全
会
（
会
長
海
野
藤
男

さ
ん
）
が
、
茨
城
県
美
し
い
水
土
里

づ
く
り
優
良
活
動
表
彰
を
受
賞
し

２
月　

日
、
海
野
市
長
に
受
賞
の

２４

報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
農
業
者　

人
と
自
治

１７

会
、
老
人
会
、
子
ど
も
会
な
ど
の
非

農
業
者　

団
体
で
組
織
し
て
お
り
、

１０

農
村
環
境
向
上
の
活
動
や
生
物
の

生
態
調
査
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の

交
流
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　

　

な
か
な
か
塾

主
催
の
「
新
那

珂
八
景
」
写
生

コ
ン
テ
ス
ト
が

行
わ
れ
、
市
内

小
学
校
か
ら

１
９
３
点
の
作

品
が
集
ま
り
ま
し
た
。
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
、

学
年
は
昨
年
度
の
時
点
）

��
�
�
�
�
�

大
関
孔
明
（
芳
野
小
６
年
）

��
�
�
�
�
�
�
�

榊
原
和
佳
（
額
田
小
６
年
）、
海
野



３６

� 国保ミニ情報 �

○那珂市国保の加入者数　１５，３５９人

　（平成２７年２月末現在・

 前月比１２人減）

○那珂市国保が医療費の一部として

支払った金額　３億３，６７４万円

　（平成２７年２月・

前月比３，５４５万円増）

※皆さんの日ごろの健康づくり、病気
予防の心がけが医療費の増加、ひい
ては国保税の増額を抑えることにつ
ながります。ご協力をお願いします

　上菅谷駅の公衆トイレを新しく
建築し、また後台駅の公衆トイレ
を新築し、駐輪場を広くしまし
た。
　どちらも３月１６日から使用がで
きるようになりました。
　これにより、水郡線を利用する
かたの利便性が向上しました。

�������	
��
�����

�������	
��
����

写真上　上菅谷駅舎と新築したトイレ
写真下　後台駅に新築したトイレと駐輪場

� 今月の納税 �

○固定資産税・都市計画税   １期
○介護保険料（普通徴収）  １期

納期限：４月３０日

■市税の納付は口座振替で
　市税の納付には、便利で確実な
口座振替制度がありますので、ど
うぞご利用ください。
　詳細については、下記までお問
い合わせください。
問い合わせ／収納課収納グループ
�２９８－１１１１　内線１７３・１７４

�����

�������	�
���

那珂市ゴルフ連盟の皆さん

２月１５日～３月１４日（敬称略）

那珂市ゴルフ連盟　　 １００，０００円
野木　利三郎 １０，０００円

※善意銀行の寄付は、那珂市社会
福祉協議会でお受けしています

 �２２９－０３０９

★火災・救急の状況★
（平成２７年２月）

○火災件数
　　　２件 （本年累計２件）
○救急出場件数
　　　１７０件 （本年累計３８０件）
※大切な命を守るため、住宅用火
災警報器を設置しましょう

問い合わせ／那珂市消防本部
�２９５－２１１１

★事件・事故の発生状況★
（平成２７年２月末現在）

○那珂市の交通事故
　人身交通事故 ７１件
　負傷者 ９８人
　死者 １人
※暗くなる前から反射材を身に付
けましょう！

○那珂市の犯罪
　刑法犯認知件数 ６６件
　　うち　　空き巣 ４件
　　　　　　自動車盗 ５件
　　　　　　自転車盗 ４件
※防犯は　鍵かけ　声かけ　心がけ！
問い合わせ／那珂警察署
�３５２－０１１０

�������	
���

������

　３月１３日、常陸農業協同組合か
ら交通安全帽子４３９個を寄贈いた
だきました。
　通学する子どもたちの安全のた
めに約立ててほしいとしていただ
いたこの帽子は、新入学児童全員
に配布します。

�������	
��

�������	
���

　２月２４日、那珂市歯科医師会
（会長小林克男さん）から、学校
検診で使用するデンタルミラー滅
菌のための滅菌パック２００枚およ
び歯牙保存液２８本を寄贈いただき
ました。
　寄贈いただいたものは、市内小
中学校に配布し、学校検診などの
際に活用します。

� 人の動き �
那珂市の人口（３月１日現在）
※（　）内は前月比
　男　　　２７，４２９人 （－９）
　女　　　２８，３２３人 （＋１３）
　計　　　５５，７５２人 （＋４）
世帯数　　２１，８６４世帯 （＋２１）

○出生　３６人
○死亡　５９人

（２月１日～２８日）

�������	
��
��
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　３月２０日、㈱筑波銀行那珂支
店・菅谷支店、水戸信用金庫菅谷
支店、茨城県信用組合那珂支店、
同菅谷支店、常陸農業協同組合瓜
連支店、同那珂支店および同東部
支店と、「要援護者等の見守り活動
に関する協定書」を締結しました。
　この協定は、市内で事業活動を
行う際に、要援護者のいる世帯で
不審なことに気付いたとき、また
は市内の公道に陥没などの異常を
発見したときは、市に通報すると
いう内容です。

左から常陸農業協同組合川又東部支
店長、同永井那珂支店長、同会沢瓜
連支店長、海野市長、㈱筑波銀行鴨
志田那珂支店・菅谷支店長、水戸信
用金庫三村菅谷支店長、茨城県信用
組合金澤那珂支店長、同大貫菅谷支
店長
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　家庭から出される燃えるごみは、美
観・清潔の維持および迅速な収集を行
うために、一度に出せるごみを少量に
限らせていただきます。
※ごみ出しのルールが守られていない
ごみは収集できません。収集されな
いことによってごみ置き場の管理者
に多大な迷惑がかかっています。ご
み出しのルールは必ず守るよう、ご
協力をお願いします
ごみ排出量の目安／指定袋５個まで
ごみ排出時間／収集日の午前８時まで

（前日には出さないで
ください）

指定袋の出し方／
必ず氏名をフルネームで記入してくだ
さい。
問い合わせ／

環境課環境グループ

�２９８－１１１１　内線４４７～４４９

●市役所の電話番号

　�２９８－１１１１（代表）

●ホームページ ���（携帯可）

　������������	�
���
�������

●メールアドレス

　��������	�
��
���������

●おしらせ版

市では、「広報なか」のほかに、

「おしらせ版」（月２回）を発行し

ています。このコーナーではその

一部を掲載していますが、「おし

らせ版」も併せてご覧ください。

５月の休日当番医

わたしたち那珂市民は、那珂・久慈の清らかな流れ
と豊かな緑に恵まれた郷土を愛し、市民としての誇
りを持ち、明るく住みよいまちをめざします。

一　すこやかな心と体をつくりましょう
一　伝統を大切にし教養をふかめましょう
一　助け合い思いやる心をもちましょう
一　きまりを守り安全を心がけましょう
一　自然を愛し資源をいかしましょう

�
�
�
�
�
�

３日　あいざわ循環器内科クリニック
（竹ノ内）
�２２９－１２３０

４日　鈴木呼吸器科内科　 （中台）
�３５３－２８１１

５日　那珂クリニック　 （中台）
�２９５－９８００

６日　小宅内科医院　 （菅谷）
�２９８－００５０

１０日　瓜連慶友整形外科　 （古徳）
�２９６－１１１６

１７日　諸岡医院　 （瓜連）
�２９６－１１２３

２４日　河野胃腸科外科　 （竹ノ内）
�２９５－５３８６

３１日　なかむらクリニック　 （飯田）
�３５３－２３１０

■診療時間／９：００～１１：３０
※受診の際、必ず当該医療機関へ電
話で問い合わせください
※診療時間外は、「茨城県救急医療
情報コントロールセンター（�
２４１－４１９９）、または「那珂市消防
本部」（�２９５－２１１１）へお問い合
わせください。１１９番は「緊急事
態」のための電話です。安易な利
用は避け、適正利用にご協力くだ
さい

日時／５月１２日（火）１３:００～１７:００
　　　　　２６日（火）１３:００～１６:００
場所／市役所（本庁）１階市民相談室
対象者／市内に住所を有するかた
相談員／弁護士
申込方法／電話または窓口で事前に予
　　　　　約してください。
費用／無料（相談時間１回２０分）
その他／同じ事案について再度の相談
　　　　はご遠慮ください。
申し込み・問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／５月８日（金）
　　　１３:００～１６:００
場所／市役所（本庁）１階ロビー
開設相談／国の行政機関などが行って
　　　　　いる仕事についての苦情や
　　　　　意見・要望
相談員／行政相談委員
問い合わせ／

秘書広聴課市民相談グループ

�２９８－１１１１　内線１１７

日時／５月１３日（水）、２０日（水）、
　　　　　２７日（水）
　　　９:００～１５:００
場所／
総合保健福祉センター「ひだまり」相談室
問い合わせ／

那珂市社会福祉協議会（瓜連支所隣分庁舎内）

�２２９－０３０９

法律相談

可燃ごみの出し方について

心配ごと相談

行政相談

�������	
��

��

　２月は公共交通利用促進・地球
温暖化防止キャンペーン期間でし
た。期間中の２月２５日、海野市長
は自宅から市役所まで徒歩で通勤
しました。
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■コメント
　「ケークサレ」は甘くない塩ケーキです。作
り方は簡単で、ひとりランチやお孫さんのお
やつにも最適です。野菜、タンパク質、炭水
化物も一度に摂れる栄養満点の一品です。

那珂市食生活改善推進員
連絡協議会

高齢食部会の皆さん

春野菜入りケ�クサレ

ヘルスメイトさんが作る健康料理  １１５○

　

平
成　

年　

月
号
か
ら
掲
載
し
て
き

２５

１０

ま
し
た
「
市
長
コ
ラ
ム
」
は
、
市
長
選

挙
を
挟
ん
で
、
３
回
休
載
し
て
い
ま
し

た
が
今
月
号
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

毎
年
の
こ
と
で
す
が
年
度
末
、
年
度

初
め
に
は
退
職
職
員
と
新
規
採
用
職
員

の
出
入
り
が
あ
り
ま
す
。

　

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
尽
力
し
、
特
に
東
日
本
大

震
災
の
際
は
幹
部
職
員
と
し
て
寝
食
を

顧
み
ず
奮
闘
し
、
市
民
の
為
に
奔
走
し

た　

人
（
市
職
員　

人
、
消
防
職
員
２

２０

１８

人
）
が
退
職
し
ま
し
た
。
公
務
員
に
課

せ
ら
れ
た
当
然
の
職
責
と
は
い
え
、
本

当
に
よ
く
働
い
て
く
れ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。
心
か
ら
ご
苦
労
様
と
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
退
職
者
の
中
で　

人
の
か

１４

た
は
再
任
用
制
度
に
よ
り
、
引
き
続
き

２
年
間
奉
職
し
ま
す
。
豊
富
な
体
験
や

知
識
を
惜
し
み
な
く
、
後
進
の
育
成
に

注
い
で
た
だ
く
こ
と
を
、
大
い
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
規
採
用
職
員
は
、
市
役
所
職
員　
１８

人
（
男　

人
、
女
８
人
）
消
防
職
員
１

１０

人
（
男
）
の
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の

２０

３４

総
数　

人
で
す
。
４
月
１
日
の
辞
令
交

１９

付
式
で
職
務
専
念
義
務
な
ど
の
公
務
員

の
職
責
宣
誓
書
に
署
名
し
て
、
正
式
に

任
用
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
高
い
競
争
率

を
乗
り
越
え
た
、
意
欲
旺
盛
で
優
秀
な

人
材
で
す
。
こ
れ
か
ら
自
己
研
鑽
に
努

め
、
高
い
志
を
持
ち
な
が
ら
市
民
が
主

役
と
な
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
奮

励
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
人
事
で
特
筆
す
べ
き

こ
と
は
、
再
任
用
職
員
で
保
健
師
の
女

性
が
、
東
北
復
旧
の
派
遣
要
請
に
応
じ

て
く
れ
、
福
島
県
川
内
村
に
単
身
赴
任

す
る
こ
と
で
す
。
東
北
で
は
未
だ
に
復

旧
に
あ
た
る
行
政
職
員
が
不
足
し
て
お

り
、
こ
の
度
の
彼
女
の
決
断
を
大
変
有

難
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
那
珂
市
の
職
員
が
彼
女
の
後

に
続
き
、
同
胞
の
救
済
の
志
を
持
ち
、

東
北
の
復
興
に
力
を
尽
く
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
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■１人分（８分の１　２切れ　２８３kcal／塩分０.６g）

■材料（７cm×１７cmのパウンド型１台分）

菜の花�…………………�１／２束
新玉ねぎ�………………�１／４個
卵�…………………………�２個
ベーコン�…………………�２枚
プロセスチーズ�…�３個（６０ｇ）
牛乳または豆乳�………�１００��

オリーブオイル�……�大さじ１
ホットケーキミックス��１００ｇ
塩�…………………………�適宜
こしょう�…………………�適宜

①菜の花はゆでて水けを絞り細かく刻む。玉ねぎは薄切り、ベーコ
ンは７㎜幅に切る。プロセスチーズは７㎜角に切る。

②ボウルにたまごを入れ泡立て器でよく混ぜ、牛乳、オリーブオイ
ル、塩、こしょうを加えサッと混ぜる。

③②にホットケーキミックスを加えてさっくりと混ぜてから、菜の
花、玉ねぎ、ベーコン、チーズを加えて混ぜ合わせる。

④オリーブオイルを塗ったパウンド型に③を流し入れ１８０℃に温め
たオーブンで約２５分焼く。真ん中に竹串を刺し、生地がついてこ
なければ焼き上がり。

■作り方
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【短　歌】白鳥短歌会

言
い
合
い
も
こ
の
あ
た
り
ま
で
ル
ー
ジ
ュ
引
き
回
覧
板
を
回
し
に
出
で
た
り　

池　

田　

美
代
子

ス
ト
ー
ブ
の
上
の
や
か
ん
の
お
し
ゃ
べ
り
に
寛
ぎ
な
が
ら
日
記
つ
け
た
り　
　

大　

森　

勝　

代

す
ぎ
し
日
は
ま
ま
な
ら
ぬ
事
多
く
し
て
子
育
て
終
え
て
共
に
老
い
た
り　
　
　

小　

堆　

弘　

子

た
だ
に
過
ぐ
日
々
の
た
だ
事
書
き
と
め
て
十
年
日
記
に
秘
め
事
あ
ら
ず　
　
　

草　

野　
　
　

豊

古
書
店
の
本
を
取
り
出
し
捲
れ
る
に
吾
の
名
を
記
す
蔵
書
印
あ
り　
　
　
　
　

海　

野　

宏　

幸

降
り
積
る
雪
の
重
み
に
耐
え
か
ね
て
過
疎
地
に
老
い
し
家
屋
崩
る
る　
　
　
　

仲　

沢　

照　

美

寒
風
に
押
さ
れ
て
帰
る
裏
道
の
山
茶
花
の
紅
今
を
盛
り
に　
　
　
　
　
　
　
　

赤　

塚　

満　

夫

藤
坂
の
地
蔵
に
鞄
背
負
わ
せ
て
カ
ブ
ト
ム
シ
追
い
子
等
の
駆
け
去
る　
　
　
　

小
野
瀬　
　
　

壽

冬
日
さ
す
玻
璃
戸
に
写
る
桜
木
の
白
雲
咲
か
せ
満
開
と
な
る　
　
　
　
　
　
　

大　

森　
　
　

満

両
の
手
に
蕗
の
薹
も
ち
幼
ら
が
匂
ひ
か
ぎ
つ
つ
畦
を
か
け
く
る　
　
　
　
　
　

加　

藤　
　
　

要

　

課
題
「
写
真
五
七
五
」

夢
乗
せ
て
ル
ー
ズ
ソ
ッ
ク
ス
揃
い
踏
み　
　

小
田
部　

一　

彦

仲
良
し
の
足
寒
か
ら
ず
五
人
組　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

実

可
愛
い
ね
遠
く
で
暮
ら
す
孫
思
う　
　
　
　

横　

山　

洋　

子

こ
の
若
さ
分
け
て
欲
し
い
な
少
し
だ
け　
　

大　

森　

勝　

代

足
く
ら
べ
妻
は
大
根
孫
ル
ー
ズ　
　
　
　
　

小
田
部　

一　

彦

ま
ぶ
し
い
な
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
に
風
が
吹
く　

山　

田　

孝　

子

若
け
れ
ば
こ
ん
な
恰
好
し
た
か
っ
た　
　
　

篠　

原　

和　

子

ぷ
り
ぷ
り
の
足
に
く
ぎ
づ
け
仲
間
入
り　
　

木　

村　

文　

子

若
い
頃
思
い
出
し
ま
す
喜
寿
と
な
り　
　
　

石　

田　

常　

枝

夕
暮
れ
時
別
れ
を
惜
し
む
乙
女
た
ち　
　
　

結　

柴　
　
　

昭

若
さ
だ
ね
寒
さ
感
じ
ず
は
つ
ら
つ
と　
　
　

小　

林　

敬　

子

こ
の
子
達
前
か
ら
見
た
ら
ど
う
だ
ろ
う　
　

渡　

辺　

ま
さ
子

夢
の
国
は
な
し
は
ず
む
よ
未
来
へ
と　
　
　

入　

澤　

美
恵
子

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた
かたの氏名などを掲載していますが、不
正使用や目的外使用防止の観点から、
ホームページ上での掲載はいたしません
のでご了承ください。

【川　柳】第10回那珂市文化祭川柳コーナー
訪問者投句優秀作品　那珂川柳会選
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元気いっぱいで
育っていってね!!

元気に健康に
育ってくれてありがとう♡

わんぱく元気に育ってね♡

［12か月健診時に掲載希望者による抽選を行っています。］

再生紙と大豆油インキを使用しています。

　1 3 2 年の歴史に幕を閉じた本米崎小学校
閉校記念式典の様子です。第２部の感謝のつ
どいでは、卒業生で音楽家の長須与佳さんに
よる琵琶・尺八の演奏が披露されました。演
奏の合間には、後輩たちへのメッセージや在
校中の思い出などを話してくれました。
 （３月 22 日）

２/11
生まれ木村美潤ちゃん

うみ

２/２
生まれ菱　獅翔くん

れおと

２/24
生まれ横山晴斗くん

はると

春野菜入りケークサレ

※
レ
シ
ピ
は
38
ペ
ー
ジ
に
記
載

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
が
作
る

ともか


